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⑰
能
州
木
地
師
に
由
来
す
る「
天て

ん
ぐ
だ
い
ら

狗
平
の
御ご

し
ょ
ざ
く
ら

所
桜
」

天
狗
平
の
御
所
桜
は
、
能
州
木

地
師
が
活
躍
し
た
北
河
内
地

内
に
あ
り
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。桜
の
種
類
は「
エ

ド
ヒ
ガ
ン
」。
桜
の
中
で
も
っ
と
も

長
寿
な
品
種
の
一
つ
で
、
本
州
、
四

国
、
九
州
に
か
け
て
分
布
し
ま
す
。

寒
冷
な
地
で
見
る
こ
と
は
稀
で
あ
る

と
い
わ
れ
、
こ
の
北
河
内
の
地
で
生

き
る
御
所
桜
は
と
て
も
貴
重
な
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。樹
齢
は
不
詳
で
、

幹
周
り
は
約
３
ｍ
、
高
さ
は
目
測
で

約
18
ｍ
の
巨
木
で
あ
り
、
県
内
最
大

の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
天
狗
平
の
御
所
桜
」
の
由
来

は
、
こ
の
地
の
木
地
師
た
ち
が

「
天てん
ぐ
わ
ん

狗
椀
」
と
呼
ば
れ
た
古
代
椀
を

生
産
し
て
い
た
こ
と
と
、
木
地
師
が

御
所
を
敬
い
、
奉
仕
し
た
と
き
に
苗

木
を
持
ち
帰
っ
て
こ
の
地
に
植
え
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
撮
影
日
は
昨
年
４
月
28
日

で
す
。
今
年
は
暖
か
い
た
め
花
の
見

ご
ろ
は
4
月
中
旬
ご
ろ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「広報のと」は古紙配合率 100％の再生紙を使用し、環境に優しい大豆インクで印刷しています。
４月号の印刷費は一部当たり 26円です。
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私
は
、
常
々
申
し
上
げ
て
い
ま

す
が
、
社
会
経
済
を
取
り
巻

く
環
境
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と
も
、

能
登
町
の
町
民
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
し
、
幸
せ
と
生
き
が
い
を
感
じ

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
変
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
日
々
努
力
を
重
ね
、
町
民

の
皆
様
や
議
員
の
皆
様
と
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
、
将
来
に
向
け
た
確
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く

た
め
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
が
一
段
落
し
、
市

町
村
の
数
は
約
１
８
０
０
に
ま
で
減

少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
は
地

方
分
権
の
担
い
手
と
し
て
の
責
任

が
、
今
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

景
気
は
長
く
続
い
た
経
済
の
停
滞

状
況
を
脱
し
拡
大
局
面
に
あ
る
も
の

の
、
都
市
圏
と
地
方
の
格
差
は
年
々

拡
大
の
傾
向
を
示
し
、
少
子
高
齢
化

が
著
し
い
当
町
の
地
域
経
済
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
経
済
お
よ
び
社
会
構
造

の
改
革
や
大
き
な
変
化
を
見
据
え
な

が
ら
、
中
・
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

能
登
町
ら
し
さ
を
生
み
出
し
、
地

域
間
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め

に
も
、
行
財
政
改
革
を
急
ぎ
「
時
代

が
課
す
大
き
な
変
革
の
時
」
を
堅
実

に
乗
り
越
え
る
た
め
、
全
身
全
霊
を

傾
注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て
で
す

が
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
進
行
す

る
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、
社
会
保

障
関
係
経
費
で
あ
る
扶
助
費
の
増
加

や
、
地
方
債
の
償
還
金
に
充
て
る
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
歳
出
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
や
改
築
、

幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
に
多
額
な
経

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職
員
人
件
費

を
は
じ
め
補
助
費
等
の
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ

て
も
教
育
環
境
の
整
備
や
子
育
て
支

援
事
業
、都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
、

将
来
の
本
町
の
発
展
に
必
要
な
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
予
算
編
成

に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

本
年
度
は
、
町
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
生

活
交
通
対
策
事
業
に
お
い
て
は
町
民

の
足
を
守
る
た
め
「
路
線
バ
ス
運
営

費
の
補
助
金
」
や
「
能
登
有
料
道
路

通
行
料
金
軽
減
対
策
補
助
金
」
を
確

保
し
た
ほ
か
、
路
線
バ
ス
の
乗
降
調

査
を
行
い
今
後
の
「
よ
り
良
い
効
率

的
な
交
通
対
策
」
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

除
雪
対
策
事
業
で
は
、
除
雪
ド
ー

ザ
ー
や
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
整
備

し
冬
期
間
の
交
通
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

事
業
の
ほ
か
、
河
川
対
策
事
業
で
は

町
野
川
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
災
害
発
生
時
の
安
全
対
策
を
進

め
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
活

　

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

当
町
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
自

然
を
利
活
用
し
一
次
産
業
を
中
心
と

し
て
栄
え
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
道
路
交
通
網
や
高
度
情
報

通
信
網
の
整
備
進
展
と
と
も
に
社
会

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
過
疎

化
と
少
子
高
齢
化
、
人
口
流
出
が
進

ん
だ
こ
と
は
、
後
継
者
が
不
足
し
て

い
る
一
次
産
業
の
衰
退
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
能
登
町
の
本
来
の
姿
を

考
え
た
と
き
、
や
は
り
一
次
産
業
は

町
の
根
幹
で
あ
り
、
第
一
次
、
第
二

次
お
よ
び
第
三
次
の
各
産
業
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
調
和
し
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
地
の
恵
み
」
を
活
か
し
た

一
次
産
業
の
育
成
の
た
め
、
農
業
経

営
の
安
定
化
や
規
模
拡
大
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
、
新
た
に
「
た
く
ま
し

い
担
い
手
経
営
育
成
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
「
農
村
振
興
総
合
整

備
事
業
」
や
「
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
」
で
は
、
農
業
地
域
環
境
の

整
備
の
た
め
営
農
飲
雑
用
水
や
集
落

道
の
整
備
、
畑
地
帯
へ
の
水
源
を
確

保
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の

整
備
を
行
い
「
漁
業
経
営
構
造
改
善

事
業
」
で
は
、
漁
業
経
営
の
安
定
化

の
た
め
燃
油
の
安
定
供
給
を
目
的
と

し
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
導
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
町
を
訪
れ
た
旅
行
者
の

目
で
町
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
風
景
を
選

ぶ「
能
登
町
百
景
事
業
」の
ほ
か
、ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
や
商

業
活
性
化
推
進
事
業
な
ど
商
工
業
の

振
興
に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

健
や
か
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り

　
「
障
害
者
自
立
支
援
事
業
」
と
し

て
は
、
低
所
得
者
の
施
設
入
所
に
対

す
る「
特
定
障
害
者
特
別
給
付
事
業
」

や「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
事
業
」

を
行
い
ま
す
。「
老
人
医
療
適
正
化

事
業
」
で
は
、
来
年
度
予
定
さ
れ
て

い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
に

向
け
て
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
図
る
た

め
の
財
政
上
の
手
当
を
行
い
ま
す
。

　
「
乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業
」で
は
、

従
来
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
の
通

院
・
入
院
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て

い
た
医
療
費
給
付
を
、
入
院
に
つ
い

て
は
対
象
を
小
学
生
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。「
保
育
所
運
営
事

業
」
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
整
備
事
業
や
私
立
お
よ
び
公
立
全

て
の
園
児
を
対
象
と
し
た
合
同
運
動

会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
民
の
健
康
管
理
や

増
進
の
た
め
の
事
業
費
や
、「
老
人

保
健
・
介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
」
に
は
安
定
的
医
療
給
付

の
確
保
や
運
営
の
た
め
の
繰
出
金
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

　

創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

育
英
事
業
や
外
国
語
指
導
助
手
誘
致

事
業
、
中
学
生
交
流
事
業
や
各
種
大

会
へ
の
派
遣
を
行
う
ほ
か
、
文
化
財

保
護
事
業
と
し
て
全
国
的
に
も
地
名

度
が
上
が
っ
た
真
脇
遺
跡
の
本
格
的

な
史
跡
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
国
際
女
子
プ
ロ

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
を
誘
致
し
、
６

月
に
実
施
予
定
で
す
。
テ
ニ
ス
の
町

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
皆
様
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か

　

す
ま
ち
づ
く
り

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

や
、森
林
病
害
虫
防
除
事
業
の
ほ
か
、

新
た
に
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
」
を
農
林
水
産
業
費
に

計
上
し
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
下
水
道
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
に
引
き
続
き
小
学
生
を
対
象

と
し
た
自
然
体
験
交
流
ツ
ア
ー
の
実

施
や
、
県
・
関
係
市
町
が
協
力
し
て

体
験
観
光
、
観
光
モ
デ
ル
、
食
彩
イ

ベ
ン
ト
等
を
行
う
奥
能
登
ウ
エ
ル
カ

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
消
防
施
設
整
備
事
業

で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
計
画

的
な
整
備
や
救
急
車
に
新
型
体
外
式

除
細
動
器
を
搭
載
し
て
緊
急
の
事
態

に
備
え
る
と
と
も
に
、
上
水
道
事
業

や
簡
易
水
道
事
業
で
は
未
普
及
地
域

の
解
消
や
配
水
管
の
更
正
事
業
な
ど

適
切
な
投
資
を
行
い
、
住
民
の
生
活

基
盤
の
安
定
や
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
税
制
改
正
に
よ
る
町

税
の
一
部
増
収
が
見
込
め
る
も
の

の
、そ
れ
以
上
に
譲
与
税
の
減
少
や
、

地
方
交
付
税
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
国
の
制
度
改
正
が
進
み
、
予
算

編
成
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　

予
算
案
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
特

別
会
計
10
会
計
、
企
業
会
計
２
会
計

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
全
会
計
の
予
算
の
総
額
は
、

２
８
５
億
７
４
９
５
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
４
・
４
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
、
１
３
４
億
８
８
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
２
・
９
％
の
減
、
特

別
会
計
の
合
計
は
、
１
１
２
億
６

２
５
７
万
７
千
円
で
前
年
度
に
比
べ

４
・
７
％
の
減
で
す
。

　

企
業
会
計
の
合
計
は
、
38
億
２
４

３
７
万
３
千
円
で
前
年
度
に
比
べ

８
・
５
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
度
重
な
る
制
度
改
正

や
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、
予

算
規
模
も
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
が
、
近
隣
市
町
と
比
較
し
て

も
遜
色
の
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
維

持
・
確
保
す
る
所
存
で
あ
り
、
行
政

改
革
を
急
い
で
更
な
る
財
政
の
健
全

化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
19
年
度
に
臨
む
施
政

方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
能
登
町
の
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
町
民
な
ら
び
に
議
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
議
会
定
例
会
に
て
、
一
部
抜
粋
）

平
成
19
年
度  

施
政
方
針



一般会計134億8800万円
予算の要、一般会計の内訳は･･･
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改革予算

平
成
19
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

一
般
会
計
１
３
４
億
８
８
０
０
万
円
は

前
年
度
か
ら
約
4
億
円
の
削
減

税
源
移
譲
よ
り
も
大
き
い

交
付
税
や
譲
与
税
の
減
少

困
難
を
極
め
た
予
算
編
成

事
業
の
選
択
と
集
中

加
速
す
る
行
財
政
改
革

1
円
も
無
駄
に
し
な
い

1
円
も
無
駄
に
で
き
な
い

「
未
来
へ
の
礎
」を
築
く
た
め

成
立
し
た
新
年
度
予
算
は･･･

歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年
度
よ
り

１
億
４
４
９
２
万
７
千
円
増

の
18
億
６
０
１
６
万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
増
え
た
理
由
と
し
て
、
個
人
町
民
税

が
地
方
分
権
・
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
税
源
移
譲
（
所
得
税
率
減
、
住

民
税
率
増
）
に
よ
り
、
約
１
億
２
２
０
０
万

円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

　

地
方
譲
与
税
で
は
前
年
度
よ
り

１
億
７
８
９
０
万
円
減
の
１
億
９
１
１
０
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
減
っ
た
主
な
内
容
は

所
得
譲
与
税（
前
年
度
１
億
５
９
０
０
万
円
）

が
税
源
移
譲
に
伴
い
18
年
度
を
も
っ
て
廃
止

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
る
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
も
、「
骨
太
の
方
針
２
０
０
６
」

に
よ
る
地
方
交
付
税
総
額
の
減
額
（
国
ベ
ー

ス
で
前
年
度
比
７
０
０
０
億
円
減
、４
・
４
％

減
）
や
本
年
度
よ
り
人
口
と
面
積
を
基
準
に

配
分
す
る
新
型
交
付
税
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
３
億
５
３
６
４
万
４
千
円

減
の
72
億
１
３
５
万
６
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

繰
入
金
７
億
３
８
８
８
万
１
千
円
（
前

年
度
比
２
億
５
９
２
４
万
５
千
円
増
）
の

内
訳
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金

２
億
３
２
１
６
万
円
、
合
併
振
興
基
金
５
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
繰
入
金
の
増
え
た

理
由
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
三
位
一

体
改
革
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
町
税
で
は

増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
所
得
譲
与
税
お

よ
び
減
税
補
て
ん
債
の
廃
止
や
、
地
方
特
例

交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債

で
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
多
額

の
基
金
の
繰
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳入

町税
18億6016万4千円

（13.8％)

地方交付税
72億135万6千円

（53.4％)

町債
12億2850万円

（9.1％)

その他  3億6790万円（2.6％)
地方譲与税  1億9110万円（1.4％）

県支出金  7億5159万3千円（5.6％）

国庫支出金  6億3794万円（4.8％）

分担金及び負担金  1億7323万9千円（1.3％)
使用料及び手数料  2億1734万7千円（1.6％）

繰入金  7億3888万1千円（5.5％）

その他  1億1998万円（0.9％）

自主財源（23.1%） 依存財源（76.9%)

歳出（性質別）

人件費
25億4449万9千円

（18.9％)

災害復旧事業費  1億4172万2千円（1.1％）扶助費  8億117万2千円（5.9％）

義務的経費（51.4%）

公債費
35億8866万8千円

（26.6％)

投資的経費（13.4%） その他の経費（35.2%）

歳出（目的別）
民生費
26億1408万7千円

（19.4％)

その他  3億3146万2千円（2.5％)農林水産業費  10億7315万6千円（8.0％)
商工費  3億3982万3千円（2.5％）

消防費  5億5259万4千円（4.1％）

教育費  8億4911万6千円（6.3％）

歳
出
を
性
質
別
で
み
る
と
、
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
が
69
億
３
４
３
３
万
９
千

円
で
歳
出
全
体
の
51
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
以

上
の
削
減
策
（
特
別
職
期
末
手
当
50
％
削

減
、
一
般
職
の
期
末
勤
勉
手
当
20
％
削
減
、

55
歳
以
上
の
職
員
の
段
階
的
給
与
の
削
減

な
ど
）
を
行
い
、
前
年
度
比
５
８
２
３
万

円
減
の
25
億
４
４
４
９
万
９
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、

35
億
８
８
６
６
万
８
千
円
（
前
年
度
比

２
億
７
６
８
３
万
９
千
円
増
）
の
内
、
繰
上

償
還
分
約
２
億
１
０
０
０
万
円
（
前
年
度
約

８
０
０
０
万
円
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

経
費
の
効
果
が
後
年
度
に
及
ぶ
投
資
的
経

費
に
は
、
普
通
建
設
事
業
費
と
災
害
復
旧
事

業
費
が
あ
り
、
本
年
度
は
農
村
振
興
総
合
整

備
事
業
（
１
億
３
１
５
８
万
５
千
円
）
や

町
道
整
備
事
業
（
４
億
３
５
４
９
万
円
）
な

ど
で
総
額
18
億
６
８
０
万
円
（
前
年
度
比

２
億
４
２
５
８
万
円
減
）
と
な
り
ま
す
。

　

賃
金
、
需
用
費
、
委
託
料
な
ど
の
消
費
的

な
経
費
で
あ
る
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
徹
底

し
た
業
務
（
経
費
）
の
見
直
し
や
、
行
政

組
織
の
改
編
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
一

部
公
共
施
設
の
清
掃
・
草
刈
り
業
務
を
職

員
が
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

２
億
３
５
１
０
万
１
千
円
減
と
な
り
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や
団
体
へ
の
補

助
金
な
ど
補
助
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

１
億
４
６
７
２
万
５
千
円
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
減
っ
た
主
な
理
由
は
、
珠
洲
市
・
能

登
町
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
よ
る
負
担
金

の
減
や
、
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
の
減
な
ど
で
す
。

普通建設事業費
16億6507万8千円

（12.3％)

補助費等
16億5776万6千円

（12.3％)

繰出金
16億392万8千円

（11.9％)

その他  3億140万円（2.2％）

物件費  11億8376万7千円（8.8％）

衛生費
13億8978万7千円

（10.3％)

総務費
14億8944万8千円

（11.0％)

公債費
35億8353万3千円

（26.5％)

土木費
12億6499万4千円

（9.4％)



会計別予算額一覧

会計名 平成 19年度 平成 18 年度 増減額 増減率
一般会計 134 億 8800 万円 138 億 9000 万円 △ 4億 200 万円　　 △ 2.9％

特別会計（合計） 112 億 6257 万 7千円 118 億 1931 万 5千円 △ 5億 5673 万 8千円 △ 4.7％

　有線放送事業 1億 4532 万 5千円 5億 9290 万 8千円 △ 4億 4758 万 3千円 △ 75.5％

　国民健康保険 31億 6701 万 2千円 27億 4868 万円　　 4億 1833 万 2千円 15.2％

　老人保健 34億 7459 万 5千円 34億 2461 万 7千円 4997 万 8千円 1.5％

　介護保険 26億 2549 万 8千円 26億 7524 万 4千円 △ 4974 万 6千円 △ 1.9％

　観光施設 7619 万 7千円 6851 万 9千円 767 万 8千円 11.2％

　公共下水道事業 9億 7213 万 4千円 9億 8903 万 9千円 △ 1690 万 5千円 △ 1.7％

　農業集落排水事業 2億 9563 万 2千円 6億 7118 万 7千円 △ 3億 7555 万 5千円 △ 56.0％

　漁業集落排水事業 2845 万 2千円 8973 万 9千円 △ 6128 万 7千円 △ 68.3％

　浄化槽整備推進事業 4104 万 9千円 3468 万円　　 636 万 9千円 18.4％

　簡易水道事業 4億 3668 万 3千円 5億 2470 万 2千円 △ 8801 万 9千円 △ 16.8％

企業会計

水道事業
収益的収支 4億 1249 万 1千円 3億 9571 万円　　 1678 万 1千円 4.2％

資本的収支 6億 5330 万 7千円 9億 3935 万円　　 △ 2億 8604 万 3千円 △ 30.5％

病院事業
収益的収支 25億 8844 万 1千円 26億 5313 万 7千円 △ 6469 万 6千円 △ 2.4％

資本的収支 1億 7013 万 4千円 1億 9216 万 6千円 △ 2203 万 2千円 △ 11.5％

予算合計 285 億 7495 万円 298 億 8967 万 8千円 △ 13億 1472 万 8千円 △ 4.4％

１．潤いある暮らしを支える快適なまちづくり
　　　生活交通対策事業
　　　　路線バス運行補助、乗降調査など
　　　除雪対策事業
　　　　除雪機械購入など
　　　道路橋りょう新設改良事業
　　　　道路改良、舗装整備など
　　　河川維持管理事業
　　　　町野川ハザードマップ調査作成など
　　　公営住宅整備事業
　　　　火災警報器設置、城野団地建替事業など

２．地の恵みを糧とする活力あるまちづくり
　　　たくましい担い手経営育成事業
　　　　農業生産法人への農業機械購入補助
　　　農村振興総合整備事業
　　　　金山地区営農飲雑用水整備、集落道整備など
　　　県営畑地帯総合整備事業
　　　　白丸地区パイプライン、集落道整備など
　　　漁業経営構造改善事業
　　　　タンクローリーの購入
　　　能登町百景事業
　　　　町内の魅力あるビューポイント、百景を選定

３．健やかでやすらぎのあるまちづくり
　　　障害者自立支援給付事業
　　　　障害のある方の自立を支えます
　　　老人医療費適正化対策事業
　　　　増大する老人医療費の適正化します
　　　乳幼児医療給付事業（対象年齢の拡大）
　　　　小学１～ 6年生の入院費を新たに給付対象とします
　　　児童手当給付事業（児童手当の拡充）
　　　　3歳未満の児童は一律月 1万円へ拡充
　　　公立保育所運営費（人件費除く）
　　　　町内 8保育所の運営費
　　　私立保育園運営費
　　　　松波・小木保育園の特別保育補助、運営費

４．創造性と元気溢れるまちづくり
　　　真脇遺跡整備事業
　　　　国史跡として忠実に復元
　　　各種スポーツ団体、大会補助事業
　　　　国際女子プロテニス選手権など

５．豊かな自然を守り活かすまちづくり
　　　農地・水・環境保全向上対策事業
　　　　地域ぐるみで農地保全活動を実施する地域を支援します

６．住民が連携・交流するまちづくり
　　　奥能登ウェルカムプロジェクト
　　　　奥能登窓口の一本化や体験観光受入システムの構築など

5193万7千円

6695万4千円

3億9033万円

252万5千円

5549万7千円

1097万7千円

1億3158万5千円

525万円

1218万円

50万円

2億1214万8千円

5236万2千円

2464万円

1億802万8千円

9256万1千円

1億5306万2千円

6203万円

1744万6千円

134万2千円

256万円

各会計の予算額を前年度と比較します

予算を家計に例えてみる
一般会計を月収40万円の家庭として見てみると･･･

６つの重点施策
重点的に予算配分した事業は･･･

財政指数の推移
町の財政状況は･･･

収入
家庭での収入内容 能登町予算科目 月額 年額

給与 町税 61,000 円 732,000 円

家賃収入やパート収入 負担金、使用料、手数料、諸収入など 16,000 円 192,000 円

実家からの援助

地方交付税 235,000 円 2,820,000 円

譲与税、国県支出金などその他の依存

財源
64,000 円 768,000 円

貯金の取り崩し 基金繰入金 24,000 円 288,000 円

小　計 400,000 円 4,800,000 円

借金（不足分借入） 地方債 40,000 円 480,000 円

収入合計 440,000 円 5,280,000 円

支出
家庭での支出内容 能登町予算科目 月額 年額

食費 人件費 83,000 円 996,000 円

医療費、保育費 扶助費 26,000 円 312,000 円

光熱水費、通信費など 一般行政経費 45,000 円 540,000 円

家、車の修理代 維持補修費 4,000 円 48,000 円

お祝い金、町内会費など 補助費等 54,000 円 648,000 円

子どもへの仕送り 繰出金 52,000 円 624,000 円

家の増改築、電化製品の購入 投資的経費 59,000 円 708,000 円

ローン返済 公債費 117,000 円 1,404,000 円

支出合計 440,000 円 5,280,000 円

ローン残高 町債残高 10,250,000 円

預金残高 基金残高 657,000 円
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1,916,750円。
　これは町の借金（地方債）を町民一人当た
りに換算した金額です。

73,858円。
　町民一人当たりの貯金（基金）の額です。

7.3億円。
　平成 19 年度の予算編成において、収支不
足を補うために財政調整基金などを取り崩し
た額です。このままではあっという間に基金
は底をつき、財政破綻を招きかねません。
　財政悪化の主な原因は、交付税をはじめと
する収入の大幅な減や公債費（借金）の割合
が大きいためです。
　基金に頼らない持続可能な財政構造を構築
するためには、「行財政改革」と「事業の選
択と集中」により地方債の発行を抑え、繰上
償還を実施しなければなりません。

改革なくして財政再建なし。
　改革には痛みが、事業の選択には苦渋の決
断が伴いますが、「未来への礎」を築くため
に「改革予算」が必要なのです。

　

■地方債残高・■基金残高
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◆経常収支比率・■起債制限比率
▲実質公債費比率
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下水道料金が改定されます
　基本料金（使用料 10 ㎥まで）を 1,260 円
から 1,580 円に改定します。

　町では下水道事業の経営安定化を図るため、今年４月
使用分から基本料金を現行の 1,260 円から 1,580 円（320
円増）に改定することにしました。
　下水道事業は、独立採算性が原則であり、施設の維持
管理費および建設費の一部は使用料収入で賄っていくこ
とになっています。
　しかし現在の料金体系では維持管理さえも困難な状況
であり、実質の不足分は下水道以外の会計（一般会計）
からの繰り入れで賄い、利用者のみなさんの負担増とな
らないよう運営してきました。
　一方、国では地方交付税制度改革などをかかげ「市町
村に対しての交付税（補助金）を大幅に削減する」とし
ています。このため、使用料以外の収入を一般会計の繰
り入れに依存する能登町では、財源確保がますます困難
となります。今後の下水道経営計画を再検討したところ、
経費削減はもちろんのこと、使用料の引き上げを行い、
収入増を図らなければならない結果となりました。
　厳しい経済状況の中、みなさんには負担をかけること
になりますが、下水道は能登町の自然環境を守り、快適
な生活を送るために必要不可欠なものです。
　ご理解とご協力をお願いします。

〈公共下水道・集落排水料金〉
現行（3月分まで）

新料金（4月分から）

※一般家庭で月に 25㎥使用する場合
　　　　　　　　　　 現行　   　　  新料金
基本料金 10 ㎥まで　1,260 円　　　1,580 円
超過分　 15 ㎥　　　1,890 円　　　2,370 円
合計　　　　　　　  3,150 円　　　3,950 円（800 円増）

下水道への接続をお願いします

さわやかな暮らしは下水道への接続から

　下水道は、私たちが汚した水をきれいに処理して自然
に返しています。清潔で快適な生活環境の確保ときれい
な川や海を守るため、下水道への接続をお願いします。

改造資金の融資のあっせん・助成金をご利用ください。

　下水道への接続工事を考えている方は、改造資金の融
資のあっせんや助成金の制度がありますので利用してく
ださい。なお、新築工事は対象になりません。

◎資金融資のあっせん・利子補給

◎助成金
（１）生活保護世帯

（２）町民税非課税世帯

（３）上記以外の世帯

浄化槽での整備方法が変わりました。

　公共下水道や農業集落排水などの集合処理計画地域以
外の下水道の整備については、今年度からすべて浄化槽
市町村整備推進事業※で整備することになり、これまで
の個人が設置した浄化槽に対しての補助金制度はなくな
りました。浄化槽の設置を希望する方は下水道課までご
相談ください。
※浄化槽市町村整備推進事業　浄化槽の設置を希望する
世帯に対し、町が事業主体になって浄化槽を設置する事
業。負担金は25万円、使用料は10人槽以下で月額1,575
円（清掃手数料、電気代は個人負担）

公共下水道、集落排水、浄化槽に関するご相談、お問い合わせは下水道課☎ 72-2507 までお願いします。

●軽度生活援助事業【改定】
　個人利用負担額を週 1 回 1 時間当たり 200 円から
400 円に改定します。
●寝具洗濯乾燥消毒サービス【廃止】
●生きがい活動支援通所サービス【改定】
　個人負担額を 1,500 円から 1,800 円に改定します。

〈環境対策課関係〉     　　　　　　　☎ 62-8507

●能都埋立処分場手数料【改定】

●柳田埋立処分場【休止】
　柳田埋立処分場を休止し、能都処分場で対応します。
●内浦埋立処分場【休日変更】
　土日、祝日、年末年始が休みになります。
●収集シールの値段【改定】
　1枚 30 円→ 40 円になります。
●内浦地区の汲取り業者【変更】
　のとクリーンサービス（☎６2-4400）になります。
　電話で直接申込んでください。
●小動物適正飼育推進事業補助金【廃止】
　犬、猫の不妊去勢手術の一部助成（2,000 円～ 4,800 円）
を廃止します。

〈商工観光課関係〉　　　　　　　　　　☎ 72-2505

●越坂プラザプール【休止】
●公営恋路海水浴場【休止】
　

〈生涯学習課関係〉　　　　　　　　　　☎ 72-2510

●内浦多目的研修施設【休止】
●不動寺幼児用プール【休止】
●真脇遺跡縄文館【休日変更】
　毎週月曜日の休館から月・火曜日の休館となります。

〈下水道課関係〉

　次ページをご覧ください。

〈企画財政課関係〉                                      ☎ 62-8503

●能登空港の助成制度【改定】
（7月 1日搭乗分から）
　

〈健康福祉課関係〉                                      ☎ 72-2503

●乳幼児医療費給付事業【改定】

●障害者福祉タクシー利用助成【改定】
　対象者が町民税非課税世帯の重度心身障害者等にな
り、要件が追加されます。
●障害者介護用品支給【改定】
　対象者が町民税非課税世帯の重度心身障害者等にな
り、要件が追加されます。
●心身障害児福祉金の支給月額【改定】

●児童手当（乳幼児加算分）給付月額【改定】

●がん精密健診助成金【廃止】
　限度額 2,000 円の助成金が廃止されます。平成 18 年
度の申請期限は 4月 13 日までです。
●基本健診・がん検診手数料【改定】

●高高齢者理容美容助成金【廃止】
　年間 2,000 円の助成が廃止されます。
●訪問理美容サービス【廃止】
　年 2回のサービスが廃止されます。
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平成 19 年度制度変更一覧

制度を見直し、4月から変更・廃止（休止）される主なものについてお知らせします。
問い合わせ先の担当課は、役場組織の改編により変更になっているものもありますのでご注意ください。

対象 現在の助成制度 7月 1日からの新制度

町　民
・片道 1,500 円
・往復 3,000 円
・小人は大人と同額

・往復のみ　3,000 円
・団体（5人以上）4,000 円
・小人は大人の半額

観光客 ・往路 1,500 円
・小人は大人と同額 制度廃止

対象 3月診療分まで 4月診療分から

小学校就学前の
乳幼児

入院、通院の医療費
の負担額を全額給付

1カ月分の入院、通院の
医療費合計額から 1,000
円を差し引いた額を給付

小学 6年生まで
の児童 ー

1カ月分の入院の医療費
合計額から 1,000 円を差
し引いた額を支給

対象 現行の支給額 4月からの支給額
重度障害児 月額 4,000 円 月額 3,000 円
その他の障害児 月額 2,800 円 月額 2,100 円

対象 現行の給付額 4月からの給付額
第 1・2子 月額 5,000 円 月額 10,000 円
第 3子以上 月額 10,000 円 月額 10,000 円

対　象 現行の手数料 平成 19 年度の
手数料

基本健康診査（集団）
基本健康診査（医療機関）
胃がん検診（集団）
大腸がん検診（集団）
前立腺がん検診（集団）
子宮がん検診（集団・医療機関）
乳がん検診（集団・医療機関）
喀たん検査（集団）

　　　無料
　　　無料

500 円
500 円
500 円
500 円
1,000 円
500 円

700 円
1,500 円
800 円
300 円
300 円
700 円
1,000 円
500 円

区　分 3月までの料金 4月からの料金

基本料 100 円／ 10 ㎏ 家庭用　100 円／ 10 ㎏
事業所　200 円／ 10 ㎏

加算料 100 円／ 10 ㎏ 家庭用　100 円／ 10 ㎏
事業所　200 円／ 10 ㎏

下水道料金改定

基本料金 超過水量

10 ㎥まで　1,260 円 水量 1㎥につき　126 円

基本料金 超過水量

10 ㎥まで　1,580 円 水量 1㎥につき　158 円

融資あっせん額 100 万円以内（1万円単位）

返済方法 60 カ月以内の毎月元利均等償還
（金利 5％までを限度に利子補給をします）

助成金額 50 万円以内（千円単位）

助成金額
工事費が 50 万円以上 10 万円

工事費が 50 万円未満 工事費に 5分の 1を乗じた
額（1万円単位）

助成金額
工事費が 50 万円以上 3万円

工事費が 50 万円未満 工事費に 50 分の 3を乗じ
た額（千円単位）
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第１回

定例会

議
会

●
可
決
さ
れ
た
議
案
（
55
件
）

〈
平
成
19
年
度
予
算
13
件
〉

一
般
会
計
予
算
▼
歳
入
歳
出
の
総
額

を
１
３
４
億
８
８
０
０
万
円
と
す
る

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

観
光
施
設
特
別
会
計
予
算

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

〈
平
成
18
年
度
補
正
予
算
10
件
〉

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
▼

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
28
万
３
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
４
６

億
５
９
８
０
万
６
千
円
と
す
る

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）　　
　
　
　
　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

副
町
長
定
数
条
例
に
つ
い
て
▼
助
役

を
副
町
長
に
改
め
、
定
員
を
１
人
と

す
る

能
登
町
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▼
役
場
の
組
織
を

22
課
か
ら
16
課
に
改
編
す
る

常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▼
収
入
役
が
廃
止
さ

れ
、
会
計
管
理
者
（
一
般
職
員
）
が

会
計
を
管
理
す
る
。
ま
た
、
特
別

職
の
期
末
手
当
削
減
率
を
30
％
か
ら

50
％
に
引
き
上
げ
る

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
▼
職
員
の
期
末
手
当
20
％
削
減
を

継
続
し
、
55
歳
以
上
の
職
員
に
つ
い

て
、
昇
給
停
止
と
給
料
の
段
階
的
削

減
を
行
う

能
登
町
社
会
福
祉
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
1
階

老
人
室
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
て
改

修
し
、
名
称
を
集
会
室
に
改
め
る

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
つ
い
て
▼
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
用
語
等
を

整
理
す
る

能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
▼
柳
田
地
区
の
有
線
テ
レ

ビ
新
規
加
入
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
貸
与
を
な
く
し
加
入

負
担
金
を
3
万
円
と
す
る

能
登
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
▼
収
集
シ
ー
ル
を
40
円

に
し
、
能
都
埋
立
処
分
場
の
使
用
料

に
「
事
業
所
」
を
追
加

能
登
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
▼
給
付
対
象
を
拡
大
し
、
小

学
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
入
院

費
を
給
付
対
象
と
す
る

能
登
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
瑞
穂
保
育

所
と
白
丸
保
育
所
を
統
廃
合
す
る

能
登
町
心
身
障
害
児
童
福
祉
金
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
支

給
額
を
25
％
削
減
し
、
重
度
障
害

児
の
福
祉
金
支
給
月
額
を
３
０
０
０

円
、
そ
れ
以
外
の
障
害
児
の
福
祉
金

支
給
月
額
を
２
１
０
０
円
と
す
る

能
登
町
支
援
費
支
給
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て
▼
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
よ
り
廃
止

能
登
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
神
野
小

学
校
を
宇
出
津
小
学
校
に
統
合

能
登
町
肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
▼
事
業
廃
止

に
伴
い
基
金
を
廃
止

福
光
ダ
ム
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼

管
理
ダ
ム
に
寺
田
川
ダ
ム
を
追
加

能
登
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
下
水
道

使
用
料
の
基
本
料
金
を
10
㎥
１
５
８

０
円
に
、
超
え
る
分
１
㎥
あ
た
り
１

５
８
円
と
す
る（
集
落
排
水
も
同
じ
）

能
登
町
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事

業
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
公
共
下

水
道
、
集
落
排
水
施
設
の
計
画
処
理

区
域
以
外
の
区
域
を
対
象
区
域
と
す

る
。
負
担
金
を
一
括
納
付
し
た
と
き

は
報
奨
金
を
交
付
す
る

能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
柳
田

地
区
簡
易
水
道
再
編
に
伴
う
給
水
区

域
の
変
更

〈
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

条
例
改
正
6
件
〉

石
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

石
川
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災

予
算
案
な
ど
議
案
55
件
を
可
決

　

能
登
町
議
会
第
1
回
定
例
会
は
、

3
月
7
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会

期
を
20
日
ま
で
の
14
日
間
と
し
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
の
町

長
提
出
議
案
55
件
、
選
挙
1
件
、
請

願
1
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
綱
的
質
疑
の
あ
と
人
事
案
件
3

件
に
つ
い
て
同
意
し
、
選
挙
（
石
川

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
挙
）
に
つ
い
て
は
指
名
推

薦
で
行
わ
れ
、
議
長
が
持
木
一
茂
氏

を
指
名
、
当
選
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
、
請
願
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
採
決
で
は
議
案
52
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
請
願
に
つ
い
て

は
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員

会
に
関
す
る
規
定
を
変
更
す
る
た
め

議
会
議
案
２
件
が
追
加
提
出
さ
れ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て　

の
と
鉄
道
運
営
助
成
基
金
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
▼
計
画
期

間
終
了
に
伴
い
、
改
め
て
町
内
12
地

区
を
辺
地
地
域
と
し
て
設
定

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
▼
宇
出

津
１
１
４
号
線
、
七
見
13
号
線
、
七

見
14
号
線
、
寺
分
五
郎
左
エ
門
分
2

号
線
の
4
路
線
を
町
道
認
定

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
▼
内
浦
運
動
公
園
6
施
設
の

指
定
管
理
者
を
㈶
内
浦
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
団
に
指
定

「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平

成
18
年
度
防
災
行
政
告
知
整
備
事
業

機
器
設
置
工
事
）」
の
議
決
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
▼
任
期
満
了
に
伴
い
川
端
登

喜
夫
さ
ん
（
宇
出
津
）
を
再
任

能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▼
任
期
満
了

に
伴
い
井
髙
吉
孝
さ
ん
（
上
）
を
再

任能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
▼
石
井
勲
雄
さ
ん
の
任
期
満

了
に
伴
い
、田
下
一
幸
さ
ん
（
鵜
川
）

を
選
任

●
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案
（
2
件
）

能
登
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て
▼
委
員
会
が

議
案
を
提
出
で
き
る
よ
う
整
備

能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
役
場
の

組
織
変
更
に
伴
う
所
管
課
名
の
変
更

と
、
閉
会
中
の
常
任
委
員
、
議
会
運

営
委
員
及
び
特
別
委
員
の
選
任
及
び

辞
任
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る

●
採
択
さ
れ
た
請
願
（
1
件
）

町
道
２
級
柿
生
１
号
線
の
改
良
工
事

に
関
す
る
請
願
（
国
道
２
４
９
号
か

ら
吉
谷
地
区
ま
で
の
道
路
改
修
に
つ

い
て【
提
出
者

：

吉
谷
・
境
谷
区
長
】）

◆投票時間　午前７時～午後７時
　　　　　　（一部投票所は午後６時まで）

◆有権者について

　昭和 62 年 4 月 9 日までに生まれた方で、平成 18
年 12 月 29 日までに能登町に住民登録を行い、引き
続き３カ月以上能登町に住所を有している方が有権者
です。平成 19 年 3 月 26 日以降に能登町内で転居の
届出をした方は、転居前の住所の投票所で投票をする
ことになります。

◆入場整理券について

　入場整理券は住民登録されている住所へ送付されま
す。住民登録と現住所が異なっている方は、入場券が
届かない場合があります。ただし、入場券がなくても
選挙人名簿に登録され、当日選挙権があれば投票でき
ますので選挙管理委員会までお問い合わせください。

投票区 投　票　所 投票所
閉鎖時刻

第１※ 能都社会福祉会館（能都庁舎） 午後７時

第 2 宇出津小学校 午後７時

第 3 ひばり保育所 午後７時

第 4 三波公民館 午後６時

第 5 矢波集会所 午後６時

第 6 神野公民館 午後６時

第 7 鵜川公民館 午後７時

第 8 瑞穂公民館 午後６時

第 9 宮地生活改善センター 午後６時

第 10 柳田体育館 午後７時

第 11 小間生公民館 午後６時

第 12 上町生活改善センター 午後７時

第 13 岩井戸公民館 午後６時

第 14 当目地区研修集会センター 午後６時

第 15 斉和多目的集会所 午後６時

第 16 内浦福祉センター 午後７時

第 17 上区集会場 午後６時

第 18 不動寺公民館 午後７時

第 19 秋吉公民館 午後６時

第 20 旧白丸保育所 午後６時

第 21 能登勤労者プラザ 午後６時

第 22 小木活性化センター 午後７時

第 23 高倉保育所 午後７時

第 24 小浦集会所 午後６時

※第 1投票区は 1階集会室に変更になります。
※網掛けの投票所は、投票時間が午後 6時までです。

　　　　　　問選挙管理委員会☎ 62-8510

石川県議会議員選挙の投票日は

４月８日日
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山口彦衛さん
（笹川・61歳）

田形　功さん
（上・66歳）

道下豊一さん
（鵜川・87歳）

Vol.10

平
成
18
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
「
能

登
町
顕
彰
条
例
」
は
、
町
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
す
。
条
例
で
は
、
そ
の
目
的
を

「
町
民
の
創
意
研
究
の
美
風
を
啓
発
し
、
町
民

生
活
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
町
産
業
の
開
発

振
興
等
を
期
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

顕
彰
の
条
件
と
し
て
次
の
７
つ
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

①
町
の
自
治
に
関
し
て
功
績
顕
著
な
も
の

　

②
公
共
事
業
に
つ
い
て
顕
著
な
功
労
の
認
め

　
　

ら
れ
る
も
の

　

③
産
業
の
開
発
と
進
展
改
善
に
顕
著
な
功
績

　
　

の
認
め
ら
れ
る
も
の

　

④
保
健
衛
生
お
よ
び
社
会
福
祉
の
増
進
に
顕

　
　

著
な
功
績
の
認
め
ら
れ
る
も
の

　

⑤
教
育
、
文
化
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

　
　

寄
与
し
、
町
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
も

　
　

の

　

⑥
町
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
も
の

　

⑦
町
長
に
お
い
て
顕
彰
の
必
要
が
あ
る
と
認

　
　

め
る
も
の

こ
の
顕
彰
条
例
に
基
づ
く
第
1
回
目
の
表

彰
式
が
2
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
、
各
種

団
体
長
ら
約
50
人
が
集
ま
り
３
人
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
3
人
は
、
誕
生
間

も
な
い
能
登
町
の
第
１
回
目
の
顕
彰
と
い
う
こ

と
で
、
能
登
町
誕
生
に
対
し
特
に
功
績
の
あ
る

方
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
顕
彰
を
公
平
・
適

正
に
行
う
た
め
に
議
会
議
員
や
各
種
団
体
役
員

を
委
員
と
し
て
設
置
さ
れ
る
顕
彰
審
議
会
に
お

い
て
も
、
全
会
一
致
で
賛
成
さ
れ
ま
し
た
。

合併に力を尽くした３人
～第 1回能登町顕彰条例に基づく表彰式～

山
口
彦
衛
（
や
ま
ぐ
ち
・
ひ
こ
え
）　

　
　
　
　
　
　

昭
和
20
年
10
月
20
日
生　

笹
川

　

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
4
月
30
日
に
柳
田

村
長
に
就
任
し
、
閉
村
ま
で
の
17
年
10
カ
月
に

わ
た
り
豊
富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
で
村
の

発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
柳
田
日
中
友
好
協
会
名
誉
会
長
、

ふ
れ
あ
い
の
里
公
社
理
事
長
、
社
会
福
祉
法
人

多
花
楽
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大
会
や
ご
ざ
れ

祭
り
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
育
て
、
星
空
の

里
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
の
基
礎
を
作
り
あ
げ

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
や
教
育
、
文
化
、
福
祉

の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
会
で
は
、副
会
長
と
し
て
積
極
的
・

精
力
的
に
取
り
組
み
、
能
登
町
誕
生
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
山
口
さ
ん
は「
微
力
で
す
が
、

町
民
の
一
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
町
の
発
展
に

協
力
し
た
い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

田
形　

功
（
た
が
た
・
い
さ
お
）　

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
15
年
10
月
26
日
生　

上

　

田
形
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
7
月
に
内
浦
町
書

記
に
採
用
さ
れ
、
平
成
8
年
か
ら
収
入
役
、
平

成
10
年
か
ら
は
助
役
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
行

政
に
携
わ
り
、
平
成
15
年
8
月
27
日
か
ら
閉
町

ま
で
内
浦
町
長
と
し
て
豊
富
な
行
政
経
験
と
卓

越
し
た
見
識
で
町
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
内
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

内
浦
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
理
事
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ブ
ロ
恋
路
の
建
設
や

福
祉
施
設
の
充
実
を
図
り
、
住
民
福
祉
の
向
上

や
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
会
で
は
副
会
長
と
し
て
、
ま
た
能

登
町
誕
生
後
に
は
町
長
職
務
執
行
者
と
し
て
尽

力
し
ま
し
た
。

　

田
形
さ
ん
は
「
46
年
間
地
方
自
治
一
筋
で
し

た
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
わ
た
し
を
支
え

て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

道
下
豊
一
（
み
ち
し
た
・
と
よ
い
ち
）　

　
　
　
　
　
　

大
正
9
年
3
月
25
日
生　

鵜
川

　

道
下
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
に
旧
鵜
川
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
昭
和
31
年
・
平
成
17
年
と

2
度
の
合
併
を
経
験
し
ま
し
た
。
議
会
議
員
と

し
て
12
期
47
年
7
カ
月
務
め
、
豊
富
な
経
験
と

卓
越
し
た
見
識
で
地
方
自
治
と
町
政
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
能
都
町
議
会
議
長
、
議
会
運
営
委

員
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、
教
育
民
生
常

任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
小
中
学
校
の
改
築
、

国
鉄
能
登
線
の
開
通
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
と

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
で
は
、
協
議
会
委
員
の
良
き
相
談

役
と
し
て
、
能
登
町
誕
生
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

道
下
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
が
あ
っ

た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
今
後
は
少
し
で
も
町

の
た
め
に
力
を
尽
く
せ
る
日
々
を
送
り
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。



会
事
務
局
長
）
▼
坂
本
秀
八
（
商
工
観

光
課
海
洋
深
層
水
対
策
室
長
）
▼
谷
内

啓
一
（
農
林
水
産
課
水
産
分
室
長
）
▼

大
門
康
博
（
建
設
課
担
当
課
長
）
▼
田

原
岩
雄
（
生
涯
学
習
課
担
当
課
長
）

【
課
参
事
級
】

▼
山
城
陽
子
（
環
境
対
策
課
参
事
兼
能

都
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
清
水
音
雄
（
総
務
課
高
倉
出
張
所
長
）

▼
豆
田
猛
（
総
務
課
鵜
川
支
所
長
）
▼

大
鷲
克
宏
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▼

滝
上
雅
之
（
広
報
情
報
推
進
課
長
補
佐
）

▼
桶
間
実
（
監
理
課
長
補
佐
）
▼
田
中

孝
（
町
民
課
長
補
佐
）
▼
國
盛
映
子
（
建

設
課
長
補
佐
）
▼
浅
井
弘
之
（
健
康
福

祉
課
長
補
佐
）
▼
谷
内
利
明
（
健
康
福

祉
課
長
補
佐
）
▼
高
田
建
生
（
環
境
対

策
課
能
都
サ
ー
ビ
ス
室
次
長
）
▼
野
村

洋
（
環
境
対
策
課
長
補
佐
）
▼
畝
村
義

夫
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）
▼
寅
松
茂

樹
（
商
工
観
光
課
海
洋
深
層
水
対
策
室

次
長
）
▼
谷
内
田
賢
治
（
農
林
水
産
課

長
補
佐
）
▼
北
畠
弘
信
（
農
林
水
産
課

水
産
分
室
次
長
）
▼
大
塚
良
英
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
橋
谷
久
司
（
建

設
課
長
補
佐
）
▼
坂
下
敏
雄
（
水
道
課

長
補
佐
）
▼
小
畠
忠
浩
（
下
水
道
課
長

補
佐
）
▼
角
修
一
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）
▼
小
畑
純
夫
（
会
計
課
長
補
佐
）

【
主
幹
級
】

▼
板
井
一
子
（
税
務
課
収
納
対
策
室
主

幹
）
▼
大
森
凡
世
（
税
務
課
主
幹
）
▼

森
下
純
子
（
町
民
課
内
浦
サ
ー
ビ
ス
室

主
幹
）
▼
中
田
美
津
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
▼
新
谷
ち
づ
子
（
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
主
幹
）▼
池
上
由
美
子（
社

会
福
祉
協
議
会
能
都
支
所
主
幹
）
▼
安

宅
喜
一
（
環
境
対
策
課
主
幹
）
▼
関
本

智
子
（
環
境
対
策
課
能
都
サ
ー
ビ
ス
室

主
幹
）
▼
大
橋
一
子
（
商
工
観
光
課
主

幹
）
▼
角
谷
重
弘
（
農
林
水
産
課
主
幹
）

▼
田
中
悦
子
（
農
林
水
産
課
水
産
分
室

主
幹
）
▼
横
山
美
代
子
（
下
水
道
課
主

幹
）
▼
長
谷
秀
子
（
生
涯
学
習
課
主
幹
、

秋
吉
公
民
館
）
▼
西
尾
静
子
（
生
涯
学

習
課
主
幹
、
白
丸
公
民
館
）
▼
松
本

泉
（
生
涯
学
習
課
主
幹
、
小
木
公
民
館
）

▼
田
中
郁
枝
（
生
涯
学
習
課
主
幹
）
▼

池
尾
由
紀
枝
（
会
計
課
主
幹
）
▼
朝
川

由
美
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務

局
主
幹
）

【
係
長
級
】
※
兼
務
の
場
合
は
１
つ
を
記
載

▼
打
合
い
ず
み
（
総
務
課
福
利
厚
生
係

長
）
▼
石
平
哲
巳
（
総
務
課
選
挙
係
長
）

▼
川
畑
マ
サ
枝
（
総
務
課
小
木
支
所
住

民
係
長
）
▼
下
野
景
子
（
企
画
財
政
課

庶
務
係
長
）
▼
長
尾
淳
浩
（
広
報
情
報

推
進
課
広
報
公
聴
係
長
）▼
岩
住
均（
健

康
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
）
▼
西
谷
幸

一
（
環
境
対
策
課
衛
生
係
長
）
▼
辻
正

幸
（
農
林
水
産
課
農
畜
産
係
長
）
▼
内

糸
英
和
（
農
林
水
産
課
森
林
土
木
係
長
）

▼
諸
角
勝
則
（
農
林
水
産
課
柳
田
サ
ー

ビ
ス
室
住
民
係
長
）
▼
兄
後
修
一
（
建

設
課
河
川
砂
防
係
長
）▼
鏡
島
敏
雄（
建

設
課
都
市
整
備
係
長
）▼
中
橋
俊
紀（
建

設
課
維
持
管
理
係
長
）▼
山
下
栄
治（
下

水
道
課
公
共
下
水
道
係
長
）
▼
藤
谷
み

ゆ
き
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）

▼
金
崎
保
子
（
生
涯
学
習
課
係
長
、
松

波
公
民
館
）
▼
室
石
英
明
（
生
涯
学
習

課
施
設
係
長
、
満
天
星
）
▼
山
下
安
子

（
会
計
課
庶
務
係
長
）
▼
藤
波
芳
枝
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
医
事
係

長
）
▼
本
谷
富
美
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
事
務
局
庶
務
係
長
）
▼
池
脇
桂

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
医

事
係
長
）
▼
川
端
絹
代
（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
事
務
局
医
事
係
長
）
▼
平
美

代
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局

係
長
）
▼
下
野
陽
子
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
事
務
局
医
事
係
長
）

【
派
遣
】

▼
大
松
敏
明
（
企
画
財
政
課
付
課
長
補

佐
、
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
）
▼
中

敏
和
（
専
従
許
可
）
▼
大
平
哲
也
（
建

設
課
付
、
石
川
県
土
木
部
道
路
建
設
課
）

▼
下
谷
内
哲
次
（
企
画
財
政
課
付
、
石

川
県
総
務
部
地
方
課
）
▼
中
道
紀
（
健

康
福
祉
課
付
、
石
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
）

【
新
規
採
用
】

▼
道
下
奈
々
（
広
報
情
報
推
進
課
）
▼

大
澤
融
（
税
務
課
）
▼
久
田
悠
貴
（
健

康
福
祉
課
）
▼
小
西
光
里
（
健
康
福
祉

課
保
健
師
）

【
退
職
者
】
※
平
成
19
年
3
月
31
日
付

▼
田
下
一
幸
（
総
務
課
長
）
▼
小
田
宏

男
（
柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
長
）
▼
濱

野
孝
則
（
内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
長
）

▼
赤
田
明
（
監
理
課
長
）
▼
新
出
豊
（
町

民
課
長
）
▼
志
幸
幸
三
（
長
寿
介
護
課

長
）
▼
井
下
勉
（
建
設
課
長
）
▼
幸
地

秀
信
（
水
道
課
長
）
▼
濱
中
工
（
下
水

道
課
長
）
▼
町
端
一
男
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
）
▼
岩
前
純
悦
（
総
務
課
小
木

支
所
長
）
▼
古
谷
利
夫
（
能
登
町
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長)

▼
東
久
美
子

（
能
登
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長)

▼
東
俊
子
（
建
設
課
長
補
佐
）
谷
内
茂

子
（
柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
長
補
佐
）

▼
小
関
叶
枝
（
総
務
課
小
木
支
所
主

幹
）
▼
藪
下
光
子
（
生
涯
学
習
課
主
幹
、

松
波
公
民
館
）
▼
濱
都
代
子
（
生
涯
学

習
課
主
幹
、
白
丸
公
民
館
）
▼
井
口
貞

子
（
生
涯
学
習
課
主
幹
、
秋
吉
公
民
館
）

▼
大
熊
誠
次
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

事
務
局
主
幹
）
▼
雲
谷
正
廣
（
能
都
総

合
サ
ー
ビ
ス
課
住
民
係
長
）
▼
金
屋
利

治
（
商
工
観
光
課
係
長
）
▼
坪
江
裕
次

（
学
校
教
育
課
管
理
係
長
）
▼
水
元
妙

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
係
長
）
▼

山
口
小
巻
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
▼ 

桶
田
コ
ヨ
エ
（
学
校
教
育
課
）
▼
岡
島

真
佐
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
准
看

護
師
）
▼
時
長
惠
美
子
（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
准
看
護
師
）▼
竹
下
惠
子（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
准
看
護
師
）
▼
高

坂
千
鶴
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
准

看
護
師
）

※
組
織
再
編
に
よ
る
課
名
だ
け
の
変
更

や
係
の
変
更
だ
け
の
場
合
は
省
略

【
課
長
級
】

▼
福
田
政
男
（
議
会
事
務
局
長
） 

▼
下

野
信
行
（
総
務
課
長
兼
能
都
庁
舎
長
）

▼
高
雅
彦
（
企
画
財
政
課
長
）
▼
坂
東

裕
（
広
報
情
報
推
進
課
長
）
▼
谷
内
正

廣（
監
理
課
長
）▼
元
谷
猛（
税
務
課
長
）

▼
仕
明
哲
（
町
民
課
長
兼
内
浦
サ
ー
ビ

ス
室
長
）
▼
中
口
憲
治
（
健
康
福
祉
課

長
兼
内
浦
庁
舎
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長
）
▼
竹
下
正
雄
（
環
境
対
策

課
長
）
▼
宮
下
並
樹
（
商
工
観
光
課
長
）

▼
川
崎
時
夫
（
農
林
水
産
課
長
兼
柳
田

庁
舎
長
兼
柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
長
）
▼
寺

下
一
博
（
建
設
課
長
）
▼
稲
井
穂
積
（
水

道
課
長
）
▼
西
戸
人
志
（
下
水
道
課
長
）

▼
小
西
和
夫
（
生
涯
学
習
課
長
）
▼
藤

村
秀
雄
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▼
大
村
吉
宏
（
総
務
課
行
財
政
改
革
室

長
）
▼
坂
口
良
生
（
総
務
課
小
木
支
所

長
）
▼
佐
野
勝
二
（
健
康
福
祉
課
担
当

課
長
）
▼
池
上
正
博
（
健
康
福
祉
課
担

当
課
長
）
▼
平
茂
夫
（
社
会
福
祉
協
議
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役場
組織
改編
　地方自治法の改正により、
4月 1日から助役が副町長に
なり、収入役が廃止されます。
　また、行政改革の一環とし
て役場組織の見直しを行い、
22 課 2 局 8 室 2 支所 1 出張
所から 6 課削減し、16 課 2
局 8 室 2 支所 1 出張所の体
制となります。

総務課（☎ 62-8510）
　秘書室

　行財政改革室

　小木支所

　鵜川支所

　高倉出張所

企画財政課（☎ 62-8503）

監理課（☎ 62-8504）
税務課（☎ 62-8505）
　収納対策室

環境対策課（☎ 62-8507）
　能都サービス室（☎ 62-8500）

会計課（☎ 62-8509）
農林水産課水産分室（☎ 62-8508）

町民課（☎ 72-2501）
　内浦サービス室（☎ 72-2500）

健康福祉課（☎ 72-2503）
　地域包括支援センター（☎ 72-2513）

商工観光課（☎ 72-2505）
　海洋深層水対策室（☎ 72-2506）

水道課（☎ 72-2508）
下水道課（☎ 72-2507）

学校教育課（☎ 72-2509）
生涯学習課（☎ 72-2510）

広報情報推進課（☎ 76-8301）

農林水産課（☎ 76-8302）
　柳田サービス室（☎ 76-8300）

建設課（☎ 76-8304）

議会事務局（☎ 76-8310）

病院事務局（☎ 62-1311）

能都庁舎

変更のあったものは青字で記載してあります。

内浦庁舎

教育委員会

行政係、職員係、福利厚生係、
消防防災係、選挙係、交通安全係、
庶務係、秘書係、行財政改革係

財政係、企画調整係、広域行政係、
公共交通係、統計係、国際交流係、
庶務係

財産係、指定管理者係、
入札執行係、庁舎管理係、庶務係

町民税係、資産税係、収税係、
収納係、庶務係

環境係、衛生係、資源再利用係、
施設係、庶務係、総務係、住民係、
業務係

会計係、庶務係

水産振興係、庶務係

戸籍係、住民係、年金係、庶務係、
総務係、業務係、情報係

健康推進係、社会援護係、
障害福祉係、児童福祉係、保育係、
老人福祉係、国民健康保険係、
老人医療係、後期高齢者係、
介護保険係、介護認定係、
庶務係

商工労働係、観光係、企画振興係、
庶務係、深層水活用促進係、
特産品開発係

配水係、浄水係、庶務係

公共下水道係、集落排水係、
浄化槽係、庶務係

柳田庁舎

教育係、施設係、庶務係

社会教育係、青少年家庭教育係、
公民館係、施設係、文化財係、
生涯スポーツ振興係、庶務係

広報公聴係、施設係、管理係、
放送運営係、電子自治体推進係、
庶務係

農地係、農政係、農畜産係、
林業振興係、施設管理係、
農業土木係、森林土木係、
水産土木係、総務係、住民係、
業務係、農業委員会、庶務係

維持管理係、道路建設係、
河川砂防係、港湾係、都市整備係、
建築住宅係、庶務係

議会

宇出津総合病院

議事係、監査委員事務係、庶務係

庶務係、管理営繕係、会計係、
用度係、医事係、給食係

人
事
異
動

平
成
19
年
4
月
1
日
付



162007.4  № 26  17

　

町
で
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
同
様
に
社
会
の

一
員
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
す
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
障
害
者
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。 

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
人
権
を
尊

重
さ
れ
、
自
己
選
択
と
自
己
決
定
の
下
に
社
会
活
動
に
参
加
、
参

画
し
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、
互
い
を

尊
重
し
合
い
、
共
に
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
「
能
登
町
障
害
者
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

能登町障害者福祉計画
基本理念（テーマ）

平成 22年度までの５カ年の計画とし、サービス目標を定めてその実現を目
指します。 
本計画の策定にあたっては、アンケートを実施したほか、計画策定に係る組
織として「能登町障害者福祉計画策定会議」を設置し、幅広い分野から意見
を伺い、計画策定をしました。
基本理念に基づき、以下の施策の体系に沿って施策を展開していきます。

①早期療育と学校教育
　子どもの健やかな成長を育むためには、障害の早期発見・
早期療育の体制が必要です。
 　成長のあらゆる段階において、障害のある子が個性を
発揮し、その能力を十分に伸ばしていけるよう関係機関の
協力のもとに、一人ひとりの状況にあった療育指導と保育
を実施します。また、学校教育の場においても指導・相談
体制の充実に努めます。

②在宅福祉の充実
　障害者福祉の「施設から地域へ」という流れの中で、障
害のある人やその家族が住み慣れた身近な地域で生活を送
るため、在宅福祉サービスの充実が求められています。
　自らの選択・決定の下に、収入に応じた負担でより良い
サービスが受けられるよう、障害のある人への情報提供や
相談事業を始め、ホームヘルプサービスなどの在宅サービ
スや日常生活における移動や住まいなどの充実を図り、障
害のある人が地域で安心して生活できる環境づくりを進め
ます。

③福祉施設の整備
　障害者福祉の基本が「施設福祉から地域福祉へ」と比重
を移しつつある中、施設整備は抑制される傾向にありま
す。他方、在宅では介護者の高齢化による「親なき後」へ
の不安がまだまだ解消されておらず、施設サービスに対す
るニーズがあるのも事実です。
　そのため、既存の施設サービスの効果的な利用に努める
とともに、授産施設等の施設整備を進め、障害者が安心し
て暮らせるよう福祉施設の充実に努めます。

④生きがいと社会参加
　障害のある人が住み慣れた地域で生きがいを持ち、自立
した生活を送るためには、経済的な自立と社会への参加が
重要な要素となります。そのため、働く意欲を持つ人への
就労支援を行うとともに、趣味やスポーツ・学習などさま
ざまな活動においても社会参加がしやすい環境づくりに努
めます。 
　また、福祉のこころの啓発を行い、ノーマライゼーショ
ンの理念を町民に一層浸透させ、町民のボランティア活動
への参加を促し、ともに支えあう地域づくりを目指します。

４つの基本目標１．早期療育と学校教育  ①障害の早期発見とその支援
(1) 乳幼児に対する健康診査および相談・指導等の充実　(2) 障害の早期理解

 ②関係機関の協力
(1) 療育相談の充実　(2) 情報交換、協力体制の充実

 ③療育指導の充実
(1) 療育指導の研修

 ④学校教育の充実
(1) 教育相談の充実　(2) 進路指導の充実　 (3) 専門的知識の習得

２．在宅福祉の充実  ①情報提供・相談事業
(1) 情報収集と情報提供の充実　(2) 相談窓口の充実

 ②在宅サービス
(1) サービス支給決定の透明化　(2) ケアマネジメントの充実　(3) ホームヘルプ
サービスの充実　(4) ショートステイの充実　(5) デイサービスの充実　
(6) グループホームの推進　(7) 放課後児童クラブへの受入の推進
(8) 生活訓練の体制づくり　(9) 福祉サービス利用支援の充実 

 ③日常生活サービス
(1) 補装具交付・日常生活用具給付　(2) 障害者生活支援事業の推進　(3) 移動サービ
スの推進　(4) 住まいの充実　(5) 健康づくりの推進　(6) 訪問看護の実施　(7) 各種福
祉手当の支給　(8) 医療費助成制度等の実施　(9) 各種助成制度や利用料の減免

３．福祉施設の整備  ①障害者福祉施設の充実
(1) 身体障害者福祉施設の充実　(2) 知的障害者福祉施設の充実　
(3) 精神障害者福祉施設の充実　(4) 授産施設等の充実 

４．生きがいと社会参加  ①就労への支援
(1) 雇用の拡大　(2) 人材登録の検討　(3) 就労相談員の推進　(4) 就業や生活の一体的
支援の推進　(5) 職親制度の推進　(6) 創業・起業等の支援

 ②社会参加の推進
(1) 障害者社会参加の促進　(2) 参加しやすい環境づくり (3) 講座型デイサービス事業
の推進　(4) スポーツ活動への支援　(5) 生涯学習指導者等の障害者理解の推進

 ③人にやさしいまちづくり
(1) 障害者団体等と行政のパートナーシップの充実　(2) 緊急時の情報の発信 
(3) 災害時における要援護者支援体制の整備　(4) 防災活動の推進　(5) 交通安全教育
の実施　(6) 消費者教育の実施　(7) 人にやさしい施設の整備

 ④福祉のこころの啓発
(1) 地域における障害者の理解の推進　(2) 障害者との交流の推進　(3) 福祉教育の充
実　(4) ボランティアの充実　(5) 障害者週間の周知

〈計画の期間〉

〈計画の策定体制〉 

〈施策の体系と主な施策〉



校旗を返納する大桐松平くんと小藤萌翔
さん

神野小学校最後の卒業証書を受け取る
堂野真莉江さん
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卒
業
生
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中
学
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と
い
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新
し
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世
界
へ
、
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４
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あ
り
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と
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よ
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神
野
小
学
校

校舎前に建てられた記念碑の除幕式 在校生に別れの言葉を伝える卒業生

記念碑を囲み全校児童で記念撮影

今寺 伸
なお こ

子 校長
「閉校を迎えることは残念

でなりませんが、子ども

たちの目はいつも未来を

見ています。新しい学校

でも力強く歩んでいって

くれると信じています」

神野小学校閉校式実行委員会

竹内 賢雄  委員長
「願わくば残したかった学

校。複雑な気持ちでいっ

ぱいですが、地域として

新たな気持ちで子どもた

ちの幸せを願いたいです」
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３月

Event  of  Town

パネルディスカッションで自身の活動を話す数馬さん

半島地域の活かし方を考える
半島づくりフォーラム

　全国の半島地域の人たちが集まり、半島ならではの地域づく

りを考えるフォーラム「半島地域づくりフォーラム」が、奥能

登４市町を会場に２月 24、25 日に行われました。

　24 日は、各市町に分かれてのフィールドワークと宮地交流

宿泊施設「こぶし」での食談義が行われました。25 日は、ラ

ポルトすず（珠洲市）を会場に基調講演や事例報告、パネルディ

スカッションが行われました。パネルディスカッションでは、

能登半島を代表して数馬嘉雄さん（宇出津）が、能登ならでは

の取り組みを紹介しました。

　３月 20 日、満 100 歳の誕生日を迎えた松波の中野ひろさん

（明治 40 年生まれ）の長寿をお祝いしようと、持木町長が中野

さんの自宅を訪問しました。町長から花束やお祝い金を贈られ

た中野さんは ｢もったいないことです ｣と感謝の気持ちを表し

ていました。

　若いころは稲作や葉たばこ栽培など農業一筋でがんばってき

たという中野さん。毎朝かかさず仏壇に手を合わせ、最近はデ

イサービスに通うことが楽しみのひとつだそうです。これから

もお体に気をつけて元気に長生きしてください。

家族に囲まれて迎えた100 歳
中野ひろさん 100 歳在宅長寿慰問

　　原始神道を今に伝えるとされる神道地区の奇祭「石仏山祭

り」が 3月 2日に行われました。石仏山は地元で「オヤマ」と

呼ばれ、女人禁制の聖域とされています。祭りは、地区の男衆

が太鼓を打ち鳴らしながら山を登り、高さ 3ｍ、幅 60 ㎝の巨

石の前で神事を行います。神事のあとは、山を降りて今年の当

番 6人が他の人をもてなす「食
く

い事
ごと

」が行われます。御膳に並

べられるごちそうは、昔から変わらず赤飯、汁物、鰤のナマス、

煮物、尾張大根の５品です。男衆は「これだけ雪のないオヤマ

祭りは初めて」などと話しながら、杯を交わしていました。

雪のないオヤマで神事を行う神道地区のみなさん

オヤマに五穀豊穣を祈願
石仏山祭り

完成した「のれん」について説明する山本委員長

ブランドマーク認定商品「のれん」記者発表

　海洋深層水を活用し地域産業の振興のために活動している能

登海洋深層水協議会は、昨年ブランドマークを制定して、関連

商品のブランド力向上に努めています。3月 13 日、このブラ

ンドマークの使用を認定された 15 業者の店先に掲示する「の

れん」が完成し、記者発表が行われました。協議会広報マーケ

ティング委員長の山本一朗さんは「この『のれん』がさらなる

認定商品の拡大と、新たな商品の開発に繋がってほしい」とあ

いさつしました。発表会のあと「のれん」が手渡され、持ち帰っ

た業者のみなさんは早速店先に飾ったということです。

深層水のさらなる普及を

　創立 5周年を迎えた青翔高校の入口に、猿鬼をモチーフにし

たモニュメントが完成し、3月 1日に除幕式が行われました。

　このモニュメントは、生徒たちに学校や故郷に対する愛着を

もってもらい、夢や目標に向かって努力しようとする意欲を高

めてもらおうと企画されたものです。

　材料には森林組合から寄贈された柳田産のスギとアテが使わ

れ、能登産業技術専門校の協力で制作されました。校章や校訓

のほか、生徒から募集したスローガンが掲示され、地域の人た

ちにも青翔高校をアピールするものとなっています。

地域の中の学校として
青翔高校モニュメント完成

遠く県外からもお祝いに駆け付けた家族と記念の一枚 完成したモニュメントを前に記念撮影

能登の魚はやっぱり「うまい！」
しかたの風 in のと

　能登の冬の味覚を味わうイベント「しかたの風 in のと」が 2月 24 日・25

日に開催され、２日間合わせて 3,500 人が訪れました。旧能都町漁協横特設

会場にはグルメ屋台 30 店舗がずらりと並び、観光客らが町の特産品や新鮮な

魚介類などを買い求めていました。

　炉端焼きコーナーでは買ったその場で海の幸を炭火で楽しめるとあって、

家族連れなどたくさんの人たちで賑わいました。時折小雪の舞う肌寒い天候

となりましたが、アトラクションでは地元の太鼓やよさこいグループの踊り

なども披露され、会場を大いに盛り上げました。

▲

マグロの解体には、たくさんの人だか
りができました

▲

ＪＡブース前では恒例の餅つき体験
が行われ、子どもたちが餅つきに挑戦
していました

｢日本人のこころ ｣と題して作家の辺見じゅんさんが講演しました

生涯学習振興大会

　生涯学習振興大会は 3月 11 日、能都庁舎で開催されました。

式典では社会教育功労者表彰や町内中学生を対象に募集した

「私が町長だったら」作文の発表・表彰が行われました。

〈社会教育功労者表彰〉乙谷勝雄さん（柳田）名竹英治さん（山
中）畠中一雄さん（大箱）

〈私が町長だったら作文表彰〉最優秀賞  奥成加葉さん（小木）
水上奈津子さん（能都）脇  胡桃さん（柳田）優秀賞  権谷拓己
さん（鵜川）寺越由紀子さん（能都）上結かおるさん（能都）

持平拡路さん（小木）六田真理子さん（柳田）

ふるさとの地と人に学ぶ
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くらしの  掲示板 能登町役場☎ 62-1000 ㈹／柳田庁舎☎ 76-8300 ／内浦庁舎☎ 72-2500
【今月の納税】　軽自動車税　納期限：5月 1日㈫ Ｐｉｃｋｕｐ

能登空港イベントガイド

のとキリシマツツジ
フェスティバル

　のとキリシマツツジの盆栽展や
苗木の販売などのほか、手入れ方
法の講習を行います。
日時　5月 3日㈭～ 5日㈯
　　　9:00 ～ 16:00
場所　能登空港多目的広場
問 奥能登総合事務所企画振興課
☎ 0768-26-2303

　
　能登空港利用を促進するため、
次の条件を満たす団体に助成金を
交付します。
〈対象団体〉
・宝達志水町以北の住民で構成
・能登空港を発着する定期便を
   10 人以上で往復搭乗
・首都圏で研修や交流活動などの   
   事業を実施
※座席を必要としない 3 歳未満
のお子さんや、旅費に官公庁など
の公金が充てられている人、修学
旅行参加者は対象外です。
〈対象期間〉
平成 19 年 4 月 1日㈰～ 7月 6日
㈮までの往復搭乗分
〈助成金額〉１人あたり 3,000 円
※助成金の交付を受けるためには事
前に申請が必要です。手続きなど詳
しい内容は下記までお問い合わせく
ださい。
問 能登空港利用促進同盟会 　　
☎ 0768-26-2366

能登空港を利用する
首都圏での研修や
交流活動に助成！

 お知らせ

もっと安心！大切な個人情報を守りましょう 

　住民基本台帳の閲覧制度が変わり
ます。不正手段による閲覧や目的外
利用などに対する制裁措置が強化さ
れました。
■閲覧できる場合は以下に限ります
　次の①～③の活動を行うために閲
覧することが必要である旨の申し出
があり、町長が認めた場合です。
　①統計調査、世論調査、学術研究
　などの調査研究のうち、公益性が
　高いと認められるもの
　②公共的な団体が行う地域住民の
　福祉向上に寄与する活動のうち、
　公益性が高いと認められるもの
　③営利以外の目的で行う居住関係
　の確認のうち、訴訟の提起や特別
　の事情による居住関係の確認とし
　て町長が定めるもの
問 町民課 ☎ 72-2501

あなたの不用品は誰かの必要品！

　赤十字奉仕団では 4月 30 日㈪に津
幡町で開催される能登地区「赤十字の
つどい・チャリティーバザー」に出品
するチャリティー用品の収集を行って
います。不用品などがありましたら奉
仕団が収集に伺いますのでご連絡くだ
さい。
問 健康福祉課 ☎ 72-2503

労災かくしは犯罪です！　　 

　｢ 労災かくし ｣ が行われると被災
労働者に対し適正な保護をすること
ができません。災害発生状況を適正

に把握し、同種災害の防止対策を樹
立する労働基準行政の的確な推進を
揺るがす ｢ 労災かくし ｣ の排除にご
協力ください。
問  石川労働局労働基準部労災補償課
　☎ 076-265-4426

労働保険年度更新申告の時期です 

　保険料申告書の書き方などについ
ての説明会および地区別集合受付を
下記の日程で行います。
◆年度更新説明会
4 月 6 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　　　輪島地方合同庁舎４階
4 月 9 日㈪ 10:00 ～ 12:00
　　　穴水地方合同庁舎 3 階
◆年度更新集合受付  
〈能都地区〉 19 日㈭ 10:00 ～ 12:00、
26 日㈭ 13:30 ～ 15:30　
場所：能都公共職業安定所
〈柳田地区〉18 日㈬ 10:00 ～ 12:00、
25 日㈬ 13:30 ～ 15:30　
場所：商工会柳田支所
〈内浦地区〉19 日㈭ 13:30 ～ 15:30、
26 日㈭ 10:00 ～ 12:00　
場所：能都公共職業安定所珠洲出張所
問 穴水労働基準監督署 ☎0768-52-1140

 講 習・イベ ント
塩辛作りに挑戦！　　　　　　 

　おいしい塩辛や一味を使った塩辛作
りにチャレンジしてみませんか。
〈日時〉4 月 14 日㈯ 9:00 ～
〈場所〉農林水産物加工開発センター
〈参加費〉１人：1,000 円（定員：10 人）
〈服装〉エプロン、ずきん
〈申込期限〉4 月 12 日㈭
問 ラブロ恋路 ☎ 72-1234

募　集
能登町奨学生募集　　　　　    

〈貸与区分〉
◆高校生：月額 20,000 円　
◆短大・高専：月額 25,000 円
◆大学生（4年制）：月額 30,000 円
〈募集期限〉4 月 20 日㈮
※選考委員会により奨学生を決定
問 学校教育課 ☎ 72-2509

町営住宅入居者募集　　　　    

〈募集期間〉4 月 2 日㈪～ 13 日㈮
〈対象住宅〉
①わすみ住宅　1戸 3LDK（上町）
②桜木住宅　2戸2DK・1戸3DK（鵜川）
〈家賃〉①は月額 35,000 円、②は所得
により決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する方（予定者も含む）
・住宅に困窮している方
・町税などの滞納がない方
・収入基準：①は所得月額が 20 万円
以上、②は所得月額が 20 万円以下
※単身の方はご遠慮いただくことがあ
ります。
問 建設課 ☎ 76-8304

宇出津祭礼委員会ボランティア募集！ 

　春の曳山祭、夏のあばれ祭の祭礼当
日の２日間、お手伝いしていただける
方を募集します。両日ではなく、１日
だけ半日だけでも大歓迎です。興味の
ある方は下記までお気軽にお問い合わ
せください。年齢・性別は問いません。
問 宇出津祭礼委員会　
志幸（委員長） ☎ 090-3293-9313
宮市（事務局長）☎ 090-8703-1195

赤十字奉仕団員を募集します    

　奉仕団は「地域社会を明るく住みよ
くしよう」という気持ちを持ったボラ
ンティア組織です。万一に備えての防
災訓練、救護法、救急法などを身につ
けたり、地域の社会福祉増進のための
活動などを展開しています。興味のあ
る方はぜひ入団ください。
〈募集期間〉4 月 1 日㈰～ 5月 1日㈫
問 健康福祉課 ☎ 72-2503

能登空港フリーマーケット出店者募集

〈日時〉5 月 5 日㈯ 10:00 ～ 15:00
〈場所〉能登空港多目的広場
〈募集店舗数〉30 店舗（１店舗１区画
1.8m× 2.7m）出店料は無料
〈募集期限〉4 月 23 日㈪
問 能登空港利用促進協議会
　☎ 0768-26-2303

海上保安学校生募集　　　　    

　海上保安庁では 10 月入校の学生を
募集します。
〈受付期間〉4 月 2 日㈪～ 9日㈪
・一次試験　5月 20 日㈰
・二次試験　6月 15 日㈮～ 22 日㈮
問 能登海上保安署 ☎ 74-8118

自衛隊幹部候補生募集　　　    

〈受付期間〉4 月 1 日㈰～ 5月 11 日㈮
〈応募資格〉日本国籍を有する 22 歳以
上 26 歳未満の方（大学院修士課程修
了者・見込者については 28 歳未満）
〈試験日〉5 月 19 日㈯・20 日㈰
〈試験会場〉金沢新神田合同庁舎
問 総務課 ☎ 62-8510
自衛隊能登地域事務所 ☎0768-52-4175

相　談
 看護電話相談をご利用ください

　県民の方や看護・介護などに関わっ
ているみなさんの相談に応じる電話相
談を実施しています。相談は無料で秘
密は厳守します。
〈相談電話番号〉076-281-8316
■母乳育児の相談
4 ～ 7 月：毎週水曜日 14:00 ～ 16:00
10 ～ 3 月：毎週月曜日 14:00 ～ 16:00
■高齢者ケア・介護に関する相談
毎月第 3木曜日  15:30 ～ 17:00
問 県立看護大学付属地域ケア総合センター 

法律相談　　　　　　　　　    

　金沢弁護士会では能登法律相談セン
ターを運営しています。
〈4 月の相談日〉5 日、12 日、19 日、
26 日（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申込受付〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談　　　　　　　    

　日常生活での悩みごとや心配ごとに
相談員が親身にお応えします。
〈能都庁舎〉
　9日㈪、19 日㈭  10:00 ～ 12:00
〈笹ゆり荘〉
　10 日㈫、24 日㈫  10:00 ～ 12:00
〈内浦福祉センター〉
　10 日㈫  13:30 ～ 15:30
〈小木支所〉
　20 日㈮ 13:30 ～ 15:30
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322



ドイツバイエルン州
スポルツユーゲント交流会参加者募集
　スポーツを通じて国際感覚と語学力
を身につけませんか。
〈参加資格〉中学３年生から 21 歳ま
での青少年
〈実施予定期間〉8 月 1 日㈬～ 22 日
㈬（約 3週間の滞在）
〈参加費用〉1 人あたり約 42万円
〈訪独のための準備〉参加者本人、保
護者を対象とした事前学習会・説明会
を行います。
〈申込期限〉4 月 26 日㈭
問 能都体育館  能都支部スポーツ少年
団事務局（下野） ☎ 62-3567

第２回能登町民卓球大会（2/18）

〈男子小学４年以下〉優勝 国谷翔汰　
２位 石脇暉久　３位 桑村颯汰・小谷
内優志
〈男子小学 5・6 年〉優勝 岩崎良介　
２位 岩崎耕平　３位 今井智生・山田
翔太
〈男子一般〉優勝 山下将士　２位 ア
フマッド・ザエナル・アリフィン　
３位 奥野  茂・権谷拓巳
〈女子小学４年以下〉優勝 日下彩子　
２位 本谷真希子　３位 別宗燎佳
〈女子小学 5・6 年〉優勝 松田久実　
２位 池崎万穂　３位 日下茉希子・岩
崎加奈
〈女子一般〉優勝 寺下佳奈　２位 中
田菜摘　３位 府中明香・下野真優

県小学生学年別ソフトテニスインドア大会兼
全国小学生ソフトテニス大会石川県予選

（12/10）
【鵜川小学校】
〈男子５年〉優勝 大屋健一・清水寛生 

組　２位 下畠雅大・仙福和弥 組
〈女子５年〉優勝 山下藍里・道地祐季 
組
〈男子４年以下〉３位 馬場  凌・高宮  
真 組
〈女子４年以下〉優勝 橋本  遥・中田
衣緒里 組　３位 井田真季・宮前貴子 
組
※入賞した 12 人は、3 月 29 日から
千葉県白子町で開催された第 6回全
国小学生ソフトテニス大会に出場しま
した。

橘重敏先生顕彰記念少年剣道大会（3/18）

〈中学男子団体〉3位 松波中学校
〈中学女子団体〉優勝 松波中学校
2 位 能都中学校
〈中学男子個人〉優勝 大形  克（松波）
〈中学女子個人〉優勝 田中あゆみ（松
波）　2 位 大下美奈（松波）　3 位 生
森美咲（松波）西中智晴（松波）
〈小学男子高学年〉3位 宮本  司（柳田）
〈小学女子高学年〉3位 坂下こはる（柳
田）

☆募集要項☆
〈募集期限〉平成 19 年 6月 29 日㈮必着
〈テ ー マ〉　能登町内での景観場所（自然／景勝地／史跡／建物／路地裏／植物などの風景）
〈応募条件〉どなたでも、何点でも応募できます。　
　　　　　　応募は電子メールに限ります。メール本文に下記項目を明記し、写真（過去２年以内に
　　　　　　撮影）を添付し応募ください。
　　　　　　　　１）タイトル
　　　　　　　　２）説明（応募する場所のＰＲコメントをお書きください）
　　　　　　　　３）場所（応募する場所がわかるように細かくお書きください）
　　　　　　　　４）応募者の住所、氏名、年齢、電話番号
※個人情報は本事業の実施目的以外に使用しませんが、入賞者の個人名および住所の一部（都道府県
　市町村名）は発表の際に公表します
※写真は、500 キロバイト以下、640 × 480 ピクセル以上の JEPG ファイルで応募ください。
　（宛先は下記メールアドレスまで）
※その他、応募に関する注意事項・使用権などについては町ホームページ、チラシをご覧ください！

☆審査・発表☆　※写真コンテストではありません！
審査員：能登町百景選定委員（能登町観光有識者２人／その他有識者１人　計３人）
発　表：平成 19 年 7月中旬に審査を行い、結果については町ホームページなどで発表するとともに
　　　　入賞者には直接連絡します。
 ※審査は、能登町で名所になっている場所はもちろんですが、それ以外のあまり知られていない素晴
　らしい景観場所を中心に審査します。

☆賞品・賞金☆
　　金賞（賞金 5万円）　1点
　　銀賞（賞金 2万円）　3点
　　銅賞（賞金 1万円）　5点
　　入賞（粗品）　　　　若干

問い合わせ・応募先
〒 927-0695　石川県鳳珠郡能登町字松波 13 字 75 番地
　能登町商工観光課「能登町百景」係　☎０768-72-2505　FAX0768-72-2108
　 URL http://www.town.noto.ishikawa.jp

「とっておき」の場所
教えてください。

あな
たの

　　　能登町の豊かな自然や景勝地は、近年ではＴＶや映画ロケ地としても注目を浴びてきてい
　　ますが、まだ表に出ていない素晴らしい景観がたくさんあるはずです。そこで、能登町の中
　　でも特に素晴らしい景観を 100 カ所選定し、能登町百景として登録するにあたり、能登町の
　　魅力を感じられる景観を募集します。
　　　能登町を代表する景観地はもちろん、あなたしか知らない景観地、ぜひおすすめしたい絶
　　景場所などなど、能登町の魅力を写真に撮ってどしどし応募してください！
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スポーツ
カルチャー
案内＆結果
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※大会案内や結果は、主催者、学校、ス
ポーツ少年団などからの報告により掲載
しています。応募先 e-mail：noto100kei@town.noto.ishikawa.jp

日  程 会　　場 時　間

4
月
18
日
㈬

おおぞら農協神野事業所前 10:00 ～ 10:30
旧おおぞら農協斉和支所前 10:40 ～ 10:55
十郎原集会所前 11:05 ～ 11:15
旧おおぞら農協岩井戸支所前 11:30 ～ 11:45
小間生集会所前 13:00 ～ 13:30
上町公民館前 13:50 ～ 14:30

19
日
㈭

柏木集会所前 10:00 ～ 10:10
宮地集会所前 10:25 ～ 10:40
瑞穂環境改善センター 10:55 ～ 11:15
鵜川支所 11:30 ～ 12:00
七見白山神社前 13:00 ～ 13:10
矢波集会所前 13:15 ～ 13:25
波並大敷網倉庫前 13:35 ～ 13:50
藤波柳倉集会所前 14:00 ～ 14:10

20
日
㈮

不動寺公民館 10:00 ～ 10:30
白丸公民館 10:45 ～ 11:00
旧九十九湾小木駅 11:10 ～ 11:45
小木支所 13:00 ～ 14:10
高倉出張所 14:20 ～ 14:45

22
日
㈰

柳田体育館前 10:00 ～ 11:00
内浦庁舎 11:30 ～ 12:30
能都庁舎 13:30 ～ 15:00

狂犬病予防注射巡回日程

狂犬病予防注射巡回のお知らせ
　飼い犬は、年に１回狂犬病予防注射を
受けなければなりません。未登録の犬に
ついては現地で登録ができます。
〈必要なもの〉
①案内のハガキ（4月上旬に配布予定）
②ハンコ
③料金　登録済みの犬：3,000 円　
　　　　新規登録の犬：6,000 円
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2 月 16 日～ 3月 15 日（18 件）

件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者
【建設課：6件】 舗装本復旧工事 石井 7,900,000 島屋建設㈱

町道天坂 1号線　舗装工事 天坂 3,500,000 ㈱ｿﾃｯｸ 瑞穂地区給水区域内無水源地域簡易水
道事業　山田配水管布設工事（11 工区） 武連 16,100,000 森丑建設㈱

町道当目 7号線道路改良工事
（舗装工その 2） 当目 2,350,000 丸建道路㈱ 山田配水管布設工事（12 工区） 武連 14,130,000 水元配管

町道 2級新保羽生 1号線　道路改良工事
（舗装工） 明野 7,000,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 山田配水管布設工事（13 工区） 山田 5,180,000 水本設備

町道 1級七見鵜川 1号線　道路改良工事
（法面工） 七見 8,700,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発

時長地区水道未普及地域解消事業　
配水管布設工事（6工区） 時長 5,300,000 椿原工業

寺分川　河川災害復旧工事 中斉 2,880,000 ㈱青木産業 【下水道課：２件】

町道松波 13 号線道路改良工事（舗装工） 松波 4,400,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 路面本復旧工事 松波 7,800,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

【水道課：8件】 内浦南部地区処理場機能強化工事その２ 清真 4,100,000 荏原商事㈱金沢支店

配水管布設替工事その 7 松波 2,580,000 ㈲千司 【水産都市整備室：2件】

五十里浄水場改良工事 五十里 22,900,000 ㈱柿本商会 道路 7号線舗装工事 宇出津 7,550,000 ㈱ｿﾃｯｸ

配水管布設工事（多々羅地内） 合鹿 3,380,000 四辻管工業㈱ 通路 2号線整備工事 宇出津 3,200,000 藤田建設運送㈱

※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は含まれていません。
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得
で
す
。　

　
　①

保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す

る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す
。
１
年
分

を
一
括
し
て
前
納
す
る
と
、
現
金
払

い
で
は
３
０
０
０
円
の
割
引
、
口
座

振
替
で
は
３
５
５
０
円
の
割
引
と
な

り
ま
す
。
６
カ
月
分
の
前
納
も
口
座

振
替
が
お
得
で
す
。

※
口
座
振
替
日
は
4
月
末
日
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
今
年
は
4
月
30
日
が

休
日
の
た
め
5
月
1
日
で
す
。

②
月
々
の
口
座
振
替
も
早
割
（
例
・

4
月
保
険
料
を
4
月
末
引
落
し
）
に

す
る
と
お
得
で
す
。
通
常
の
口
座
振

替
（
例
・
4
月
保
険
料
を
5
月
末
引

落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口

座
振
替
を
早
割
に
す
る
と
50
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
。　

給
付
額
は
同
額
で
す

　

平
成
19
年
度
の
給
付
額
は
平
成
18

年
度
と
同
じ
で
す
。

・
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

　
　

 　

 （
満
額
）
79
万
２
１
０
０
円

・
障
害
年
金　
　
　

　
　
　
　

1
級　

99
万
１
０
０
円

　
　
　
　

2
級　

79
万
２
１
０
０
円

ね
ん
き
ん
定
期
便
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
全
て
の

加
入
者
に
対
し
て
、
加
入
期
間
と
加

入
履
歴
を
通
知
す
る
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
始
ま
り
ま
す
。

・
平
成
19
年
4
月
か
ら
35
歳
に
通
知

　

し
ま
す
。

・
平
成
19
年
12
月
か
ら
45
歳
・
55
歳

　

以
上
に
通
知
し
ま
す
。

・
平
成
20
年
4
月
か
ら
20
歳
以
上
か

　

ら
60
歳
未
満
の
加
入
者
全
員
へ
の

　

通
知
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
月
で
す

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
度
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
在

学
証
明
書
と
認
め
印
が
必
要
で
す
。

問 

七
尾
社
会
保
険
事
務
所

　
　

☎
０
７
６
７

－

53

－

６
５
１
１

町
民
課
年
金
係　

☎
72

－

２
５
０
１

能
都
・
柳
田
各
サ
ー
ビ
ス
室
ま
で

年金制度
ここが変わります！

あ
な
た
の
家
に「
火
災
警
報
器
」あ
り
ま
す
か
？

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

既
存
住
宅
は
平
成
20
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

設
置
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

消
防
署
・
分
署
の
予
防
係
へ

能登町商店街連合会では、４
月から期限付共通商品券

（発行日より６カ月間有効）を発
行します。
　共通商品券は、連合会加盟の店
舗以外でも取扱いをしています。
（店頭に取扱店の表示があります）
　商品券１枚で 500 円の買い物
ができます。贈答用・お返しなど
にぜひご利用ください。

問能登町商店街連合会☎ 62-2890

◆
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は

　

完
全
に
火
を
消
す
こ
と

◆
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て
な

　

い
こ
と

◆
車
か
ら
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
投
げ

　

捨
て
な
い
こ
と

◆
強
風
ま
た
は
乾
燥
注
意
報
な
ど
の

　

発
令
時
に
は
、
た
き
火
や
火
入
れ

　

を
し
な
い
こ
と

◆
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所

　

で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と

消
火
活
動
に
ご
協
力
を
！

　

火
災
現
場
で
の
ヤ
ジ
馬
的
行
為
は

消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を

伴
い
ま
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

火
災
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
62

－

４
４
４
９
へ

　

火
災
出
動
時
に
は
混
線
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
か

け
ま
し
ょ
う
。
緊
急
電
話
１
１
９
番

へ
の
問
い
合
わ
せ
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。　

　奥能登地区で振り込め詐欺被害が多発しています。どんな手口であっても、すぐにお金を振り
込ませることが共通しています。もしもの時は慌てて振り込まず次の点を確認してください。

■電話の場合
・相手に身内の名前や住所を言わせる
・本人と連絡を取る
・事実関係を勤め先や学校に確認する
・遠方の銀行（支店）や個人名義の口座の場合は疑う
　（子どもや孫の口座に直接振り込む方が確実では？）

■架空請求の場合
・身に覚えのない請求は無視をする
　（はがきやメールは保管しておきましょう）
・問い合わせをしない
　（電話やメールから個人情報を知られてしまいます）
※振り込む前に家族と連絡が取れないときは、最寄りの駐在所

　または警察署までご相談ください。

今年の「春の全国交通安全運動」は 5月 11 日㈮～ 20日㈰です。

地域全体で新入学・新入園する子どもたちを守りましょう

①通学・通園路で交通事故に遭わないようにしましょう
②うしろの席も含めシートベルトの正しい着用をしましょう
③チャイルドシートの正しい着用をしましょう
④家庭で児童に交通安全を呼びかけましょう

振り込め詐欺は他人事ではありません
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健康福祉課 ☎ 72-2503

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

 　
　
　
　

☆
☆

 
■小児科専門外来〈循環器〉 4 月 3 日㈫ 14:00 ～ 16:00　 〈小児神経〉4 月 24 日㈫ 14:00 ～ 16:00

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311） http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

2007.4  № 2629

３～４カ月児健診・ＢＣＧ予防接種
〈日　時〉4 月 19 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎  １階集会室
〈対象児〉平成 18 年 12 月生まれのお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　  バスタオル、おむつなど
〈担　当〉３～４カ月児健診：公立宇出津総合病院小児科医師
　　　　  ＢＣＧ接種：千間医師

３歳児健診
〈日　時〉4 月 26 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎  ４階ホール
〈対象児〉平成 16 年 1～ 2月生まれのお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票①・②、採尿容器
〈担　当〉小児科医師、歯科医師・歯科衛生士・保健師・栄養士・
　　　　 保育士

赤ちゃん相談
〈日　時〉4 月 12 日（木）9:30 ～ 10:00（受付）
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈対象児〉満１歳未満のお子さん
〈ミニ講話〉「事故予防が大事！」
　　　　　　講師：能登消防署
　　　　　　　　    救急救命士
〈持ち物〉母子健康手帳、  おむつなど
〈担　当〉救急救命士・
　　　　  保健師・栄養士

ポリオ生ワクチン投与
〈日時・場所〉
　・4月 10 日㈫ 14:00 ～ 14:30 受付
　　まつなみキッズセンター（担当：武田医師）
　・4 月 24 日㈫ 13:10 ～ 14:00 受付
　　柳田山村開発センター（担当：生垣医師）
〈対　象〉生後３カ月～ 90 カ月でポリオ生ワクチンを
　　　　 ２回投与していないお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳、ポリオ予診票

　今年も５月から各地区において基本健診・

がん検診を行います。健康診断は、生活習慣

病の予防や早期発見のためには欠かせませ

ん。まずは健診を受け、自分の健康状態につ

いてよく知ることが大切です。健康管理を続

けるために健診を上手に役立てましょう！

※今年度から検診費用が一部変更になります。詳し

くは広報 8ページ、または 5月に世帯配布されるチ

ラシをご覧ください。

基本健康診査・がん検診（集団）
を受けましょう！

献血のお知らせ
■４月 13日㈮
　　9:00 ～ 11:30  柳田庁舎前
　  13:00 ～ 15:00  柳田温泉病院前

病
は

知
ら
な
い
間
に

あ
な
た
の
そ
ば
に
・・・

13日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
14 日㈯ 13:30　クッキング（小学生以上）
20日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
　　　　　　　「ピヨピヨタイム」

27日㈮10:30　子育て支援ルーム（未就園児の親子）
　　　　　　　「身体測定」

28 日㈯ 10:00　春の遠足（小学生以上）　　　　　
　　　　　　　※ 9:50 能都庁舎前集合

　　　　　　　　　◆開館時間　9:15 ～ 17:30
　　　　　　　　　◆休館日　月曜日、第３日曜日

5日㈭ 10:00　児育て教室
7 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
11 日㈬ 15:00　さくらミニお茶会
12 日㈭ 10:00　児育て教室
18 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ
　　　　　　　「新学期！キッズをかざろう！」

19 日㈭ 10:00　児育て教室
21 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
25 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ
　　　　　　　「なかよしレクリエーション」

26 日㈭ 10:00　児育て教室

★児育て教室　未就園児の親子を対象に絵本の
　読み聞かせやリズム体操を行います。

　　　　　　　　　◆開館時間　10:00 ～ 18:00
　　　　　　　　　◆休館日　日曜日、月曜日

4
月
の
新
刊
案
内

戦
場
の
ニ
ー
ナ　
　
　
　
　
　

   

な
か
に
し 

礼

最
愛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

真
保
裕
一

四
十
一
人
の
仇
討
ち　
　
　
　
　

    

山
本
音
也

タ
ル
ド
ン
ネ 

月
の
町　
　
　

       

岩
井
志
麻
子

あ
な
た
が
、
い
な
か
っ
た
、
あ
な
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

平
野
啓
一
郎

夏
の
し
っ
ぽ 　
　
　
　
　
　
　
　

   

前
川
麻
子

貧
困
の
光
景　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
野
綾
子

林
住
期　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
木
寛
之

夢
を
与
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
矢
り
さ

大
切
な
ひ
と
へ―

生
き
る
こ
と
ば　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

も
う
愛
の
唄
な
ん
て
詠
え
な
い　

さ
だ
ま
さ
し

ひ
と
り
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
七
恵

★
お
は
な
し
会　

　

14
日
㈯
・
18
日
㈬  

午
後
２
時
30
分

★
お
は
な
し
学
習
会　

　

11
日
㈬ 

午
後
７
時
30
分

★
お
は
な
し
勉
強
会　

　

15
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

★
読
書
会　

　

25
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

〈
開
館
時
間
〉　

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
休
館
日
〉　

　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
祝
日
、　

　

月
末
（
図
書
整
理
日
）

★
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
！

ミッチ・アルボム
■もう一日
　家族へのメッセージ。も
う会えない人と一日だけ過
ごせるとしたら。アメリカ
で 400万部のベストセラー。

島田洋七
■佐賀のがばいばあちゃん
　昭和 30 年代、田舎にあず
けられた 8歳の少年とがば
い（すごい）ばあちゃんと
の笑いあふれる貧乏生活！



こ せ き

の ま ど

2/16 ～ 3/15

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

平成 19年 3月 1日現在

さくら、サクラ、桜。

　みなさんは「桜」と聞いて、ど

こに咲いている桜を、そして何を

思い出しますか？人それぞれに一

番好きな桜と桜に対する想いがあ

ることでしょう。

　桜といえば「ソメイヨシノ」と

ばかり思っていた自分は、昨年一

本の巨大な桜に出会いました。「天

狗平の御所桜」と呼ばれるその桜

は、樹齢 400 年以上という老木な

がらも、大雪となった昨年の冬を

乗り切り、寒冷な北河内の地で見

事に咲き誇っていました。大きく

広がり樹勢を感じさせる枝振り、

淡い紅色に染まる可憐な花びら、

そして巨木だけがもつ不思議なオ

ーラをまとうその姿に魅了されて

から、もうすぐ一年が経ちます。

　見る人の心にも花を咲かせてく

れる桜。今年もまた、元気に咲き

誇る「御所桜」に会えることを願

っています。

学校がなくなる日。通っていた子

どもたちにとって、先生方にとっ

て、そして地域のみなさんにとっ

ても悲しい日。わたしはこの２年

間で学校を閉じるという機会に際

した４人の校長先生にお話を伺っ

てきました。その都度見て感じた

ものは「苦渋の選択」が生み出し

た辛い出来事を受け止めながらも、

未来を担う子どもたちのために晴

れやかに新しい世界へ送り出そう

としている人たちの姿と心でした。

　母校への想いを胸に新しい春を

迎える子どもたちを、カメラを通

してわたしも一緒に応援していき

たいと思います。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 5/1 2 3 4 5

特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

町のホットな情報！

のと
ほっと
らいん

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・再放送は翌日のみとなります。

月の
番組案内4

　カメラマン紹介②
　藪下智康（やぶした・ともやす）崎山

ひとこと：「カメラマン 2年目もがんばります」

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

         

本
籍        

住
所

      

氏
名　

           

年
齢  　

    

住
所 

干
場
天か
け
る翔　

武
浩
・
由
香
里　

宇
出
津

高
井
辰た
つ
ひ
と仁　

公
夫
・
和
歌
子　

柳　

田

⻆
三
ま
ど
か　
博
明
・
悦
子　

満
泉
寺

山
本
慎し
ん
の
す
け

乃
育　

惇
・
葉
子　

崎　

山

大
根　

航
わ
た
る　

誠
・
あ
ゆ
み　

柳　

田

𠮷
村
真ま
あ
や絢　
洸
一
郎
・
陽
子　

宇
出
津

豊
若
春は
る
と人　

幸
介
・
和
美　

白　

丸

山
本
拓た
く
み海　
良
司
雄
・
ひ
ろ
み　

上　

町

林　

虎と
ら
の
す
け

之
介　
義
勝
・
由
美
子　

布　

浦

西
海
能よ
し
と仁　

成
吉
・
有
希
子　

藤　

波

松
本
涼り
ょ
う
せ
い

誠　

徹
治
・
晶
子　

恋　

路

瀧
上　

繁　
　

天　

坂

多
賀
幸
恵　
　

当　

目

舩
本
隆
司　
　

宇
出
津

櫻
井
清
香　
　

宇
出
津

松
本
直
樹　
　

金
沢
市

濵　

沙
織　
　

小　

浦

沖
野
誠
一　
　

小　

木

髙
木
有
美　
　

大
阪
府

⻆　

信
弘　
　

宇
出
津

畑
中
智
子　
　

宇
加
塚

新
出
和
也　
　

藤　

波

国
分
香
代
子　

瑞　

穂

平　
　

武　
　

本　

木

谷
内
郁
江　
　

輪
島
市

久
田
一
哉　
　

宇
出
津

裏　

育
恵　
　

輪
島
市

（（（（（（（（

宇
出
津

宇
出
津

津
幡
町

大
阪
府

宇
出
津

　
藤　

波

本　

木

宇
出
津

新
出
直
典　
　

布　

浦

新
出
み
か　
　

布　

浦

鍜
治　

誠　
　

笹　

川

池
勝
美
穂　
　

輪
島
市

田
渕
光
昭　
　

柿　

生

荒
木　

恵　
　

富
山
県

岡
島
満
也　
　

金
沢
市

小
町
真
澄　
　

輪
島
市

北
川
克
行　
　

金
沢
市

尻
田
幸
代　
　

当　

目

和
田
慎
太
朗　

小　

木

寺
分
か
な
え　

宇
出
津

出
市
宗
大　
　

小　

木

清
水
明
子　
　

東
京
都

亀
﨑
博
昭　
　

猪　

平

亀
﨑
博
子　
　

猪　

平

小
島
一
樹　
　

矢　

波

上
濱
千
穂　
　

輪
島
市

新
井
善
之　
　

群
馬
県

山
本
利
恵　
　

崎　

山

（（（（（（（（（（

布　

浦

笹　

川

富
山
県

鵜　

川

金
沢
市

小　

木

東
京
都

猪　

平

矢　

波

群
馬
県

野
村
友ゆ
う
せ
い惺　

洋
司
・
美
香　

藤　

波

笹
野
柊し
ゅ
う
と斗　

拓
郎
・
弘
子　

宇
出
津

川
尻
華は
な
こ子　

彰
史
・
清
子　

羽　

根

上
乘
一い
っ
き葵　

健
・
絵
嶺
子　

京
都
府

人口（人） 22,728 － 36
男 10,692 － 16
女 12,036 － 20

世帯数（戸） 8,143 － 1

外国人登録者（人） 230
男 129
女 101

先月比

匿
名　

児
童
図
書

以
上
、
柳
田
教
養
文
化
館
へ

政
田
良
雄
さ
ん
（
石　

井
）
10
万
円

坂
𦚰
祐
一
さ
ん
（
松　

波
）
10
万
円

諸
⻆
浩
司
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

﨑
山　

勇
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

木
村
富
枝
さ
ん
（
鵜　

川
）
10
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
わ
か
が
み 

６
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ミズバショウ群生地（中斉）
H18.4.19 撮影

坂
井
恒
二　
　
　

92
歳　
　

松　

波

⻆
三
き
み　
　
　

86
歳　
　

山　

中

髙
宮
孝
次
郎　
　

77
歳　
　

波　

並

石
糸
た
き
子　
　

84
歳　
　

布　

浦

松
﨑
政
之
丞　
　

94
歳　
　

曽　

又

諸
⻆
義
久　
　
　

79
歳　
　

宇
出
津

政
田
そ
ぎ　
　
　

99
歳　
　

石　

井

堂
下
勘
四
郎　
　

76
歳　
　
　

上　

坂
𦚰
勝
一　
　
　

68
歳　
　

松　

波

﨑
山
ひ
な　
　
　

95
歳　
　

小　

木

数
馬
克
司　
　
　

72
歳　
　

宇
出
津

國
分
久
子　
　
　

85
歳　
　

瑞　

穂

皿
井
松
雄　
　
　

70
歳　
　

崎　

山

坂
下
ふ
で　
　
　

80
歳　
　

山　

田

本
郷　

よ　
　
　

95
歳　
　

矢　

波

木
村
君
子　
　
　

79
歳　
　

鵜　

川

和
嶋
ふ
み　
　
　

88
歳　
　

宇
出
津

谷
内
幸
作　
　
　

85
歳　
　

藤
ノ
瀬

笹
原　

実　
　
　

48
歳　
　

藤　

波

河
本
キ
ク
イ　
　

85
歳　
　

上
長
尾

★能登町議会 3月定例会（放送時間 10:00　13:00　16:00　22:00）
　2・3日一般質問③　4・5日委員会報告、質疑・討論・採決

302007.4  № 2631

★シリーズ卒業①
　～平成 18年度  能都中学校卒業式～

■野村の自由学校
「八十歳の腹づつみ」

き
ら
き
ら
・
と
く
ト
ク
放
送
時
間

月
〜
土
曜
日

①
10：

00
（
初
回
）
②
16：

00   

③
20：

00　

④
22：

00

６
日
㈮
〜
７
日
㈯

■
野
村
の
自
由
学
校
「
八
十
歳
の
腹
づ
つ
み
」

　

㈳
漫
才
協
会
の
会
長
を
務
め
る
内
海
桂
子
さ
ん

を
お
招
き
し
て
話
を
伺
い
ま
す
。

９
日
㈪
〜
25
日
㈬

★
シ
リ
ー
ズ
卒
業
①
〜
④

　

能
登
町
の
５
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
の
模

様
を
お
送
り
し
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
、
能
登
町

で
は
合
わ
せ
て
２
０
５
人
の
卒
業
生
が
様
々
な
思

い
を
胸
に
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
卒
業

証
書
授
与
の
模
様
は
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
放
送
し
ま
す
。

あ
の
感
動
を
も
う
一
度･･･

26
日
㈭
〜
28
日
㈯

■
野
村
の
自
由
学
校

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
勧
め
」

　

老
い
な
い
体
づ
く
り
の
た
め
の
正
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

30
日
㈪
〜
5
月
5
日
㈯

■
ニ
ッ
ポ
ン
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

　
「
活
か
せ
！
こ
こ
に
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
活
用
す
る
最
先
端
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。

★シリーズ卒業②
　～平成 18年度  柳田中学校卒業式～

★シリーズ卒業⑤
　～平成 18年度  松波中学校卒業式～

★シリーズ卒業④
　～平成 18年度  鵜川中学校卒業式～

★シリーズ卒業③
　～平成 18年度  小木中学校卒業式～

■野村の自由学校
「健康ウォーキングの勧め」

■ニッポンNavi　5 月 5 日㈯まで
「活かせ！ここにも新エネルギー」


	広報「のと」４月号
	P1・P32表紙・裏表紙
	P2-3平成19年度施政方針
	P4-5平成19年度予算①
	P6-7平成19年度予算②
	P8-9制度変更一覧
	P10-11３月議会報告
	P12-13人の間に⑩
	P14役場組織改編
	P15人事異動
	P16-17能登町障害福祉計画
	P18-19神野小学校閉校
	P20-21まちの出来事
	P22-23くらしの掲示板
	P24スポーツ結果・狂犬病予防注射
	P25能登町百景募集
	P26-27消防・警察・国民年金・入札結果
	P28-29健康・図書館・児童館
	P30-31有線テレビ・こせき・寄付・人口動態・編集後記


